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はじめに   

前橋市は関東平野の北西部に位置し、名山赤城山を背に利根川や広軌Ilが市街地を  

貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。市城は豊かな自然環境に恵まれ、2万  

年前から人々が生活を始めました。そのため市内のいたる所から、人々の息吹を感ず  

ることのできる遺跡や史跡、多くの歴史遺産が存在します。   

古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳など  

の初期古墳をはじめ、王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上  

毛野国の中心地として栄えました。また、続く律令時代になってからは把社・元結社  

地区に山王廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をなす施設が次々に造  

られました。   

中世になると、戟国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地とし  

て知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つ  

に数えられる厩橋城が築かれました。   

やがて近代になると、生糸の一大生産地であり、横浜港から前橋シルクの名前で遠  

く海外に輸出され日本の発展の一興を担いました。   

今回、報告書を上梓する朝倉伊勢西抽．1遺跡は市の南東部に位置し、江田天川大島  

線道路改良工事に伴う発掘調査です。調査の結果、平安時代の集落跡をはじめ、掘や  

水路などの水利施設が発見されました。また、この水路と関連する水田跡も発見され  

ており、前橋台地に広く展開する貴重な条里制遺構の一部です。   

残念ながら、現状のままでの保存が撫理なため、記録保存という形になりました  

が、今後、地域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることができま  

した。   

最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、道路建設課をはじ  

め、技研および各方面のご配慮の結果といえます。また、寒風の中、直接調査に携わ  

ってくださった担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。   

本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成23年10月  前橋市教育委員会  

教育長 佐 藤 博 之   



例  口   

1本報告書は都市計画道路江田天川大島線道路改良工事に伴う朝倉伊勢西No．1遺跡発掘報告書である。  

2 発掘調査の要項は次のとおりである。  

朝倉伊勢西No．1遺跡  

前橋市朝倉町147、159、160番  

22G71  

山田誠司（技研測量設計株式会社）  

平成22年12月24日～平成23年3月15日  

平成23年7月14日～平成23年10月31日  

遺跡名  

調査場所  

遺跡コード  

発掘・整理担当者  

発掘調査期間  

整理・報告書作成期間  

3 本書の原稿執筆はⅠを福田貫之（前橋市教育委員会）、他を山田が担当した。  

4 本書の編集は前田和昭（技研測量設計株式会社）が担当した。また、出土遺物の整理・分類作業は佐野良平（技研   

測量設計株式会社）が担当した。  

5 発掘調査、及び整理作業参加者は次のとおりである。  

大川明子 中村岳彦 丸山和浩 坂田裕之 （以上、技研測量設計株式会社）  

石川輝子 内嶋勝義 女屋みどり 木暮孝一 佐藤和彦 佐藤文江 須藤香織 関∪勝司 高橋一巳 瀧揮佳子  

竹澤賢司 田部井美砂子 角田耕二 長岡 保 中嶋知恵子 長田友香 福島禄子 三原一重 矢内朝夫   

．矢内司郎 矢内ヒロ子 湯浅澄子  

6 プラントオパールの分析はパリノ・サーヴュイ株式会社（管理・現地試料採取：千葉博俊 試料分析：馬場健司）  

に依頼した。  

7 発掘調査で出土した遺物および図面等の資料は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管している。  

8 下記の諸氏・諸機関にご指導・ご協力を賜りました。記して謝意を表します。（順不同、敬称略）  

山下工業株式会社  

凡  例  
1本遺跡におけるグリッドの座標値は、国家座標（座標第Ⅸ系＝日本測地系）を基準として、任意グリッドを設定し   

た。なお、図中の方位北は座標北を示す。  

2 挿図に国土地理院発行1／200．000『宇都宮』『長野』、1／25．000『前橋』、前橋市発行1／2．500都市計画図を使用した。  

3 遺構名称は、竪穴住居跡：H、掘立柱建物跡‥B、溝：W、土坑：D、ピット：P、その他：Ⅹである0  

4 遺構・遺物実測図の縮尺は原則的に次のとおりである。それ以外のものについては図版下部にスケールを示した0  

遺構 竪穴住居跡・掘立柱建物跡・溝・土坑・ピットその佃‥・1／60 竃・‥1／30 溝‥・1／100  

全体図‥・1／200  

遺物 土器・石製品・・1／1、1／3、1／4  

5 各種計測値は、遺構に関するものは単位をメートル（m）、遺物に関するものは単位をセンチメートル（cm）とし、   

遺構の重複、削平等により不明な場合、または遺物の破損状況により不明な場合は残存値として（）を付してい  

る。  

6 遺構国、遺物実測図のトーン表現は以下の通りである。   

遺構焼土範囲＝渥璽 灰範囲‥．＿＿ ＿． 粘土範囲＝   

遺物 須恵器（還元焔）＝■ 灰粕陶器ニIl油煙・煤＝  石器磨面＝  

7 遣物写真図版の倍率は基本的に1／4に近づけるようにし、大型の遺物は1／6、小型の遺物は1／1に近づける  

ように撮影を行った。   



8 Tab．1・3に用いた遺構の平面および断面形状の分類基準は以下のとおりである。  

平 固   
「J】形   長径が短径の12倍未満のもの。   

楕円形   長径が短径の1，2倍以上15倍未満のもの。   

長楕円形   長径が短径の】．5倍以上のもの。   
方形   長軸が短軸の1．2倍未満のもの。   

長方形   長軸が短軸の12倍以上のもの。   

不整形   凸凹で一定の平面形を持たないもの。ただし、おおよその形状がわかるものは、不整円形、  
不整楕円形、不整長円形、不整長方形、不整方形と呼ぶこともある。   

平面  

断 固   
台形状   底部に平坦面を持ち、緩やか～急斜度に立ち上がるもの。   

箱状   底  を持ち、ほほ垂直に立ち上がるもの。   

弧状   底部に平坦而を持たない弧状で、板やかに立ち上がるもの。   

半円状   底部に平坦面を持たない椀状で、急斜度に立ち上がるもの。   
袋状   確認面の径よりも底部の径が大きく、内情した後に垂直ないしは外傾して立ち上がるもの。   

階段状   階段状の立ち上がりを持つもの。広い中段（テラス）を持つものを含める。   

U字状   確認面の長径よりも探さの値が大きく、l   巨に立ち上がるもの。   

鱒斗状   下部がU字状、上部がⅤ字状の二段構   なるもの。   

V宇状   点的な底部を持ち、急斜凪二立ち上がるもの。  

F和泉A追跡」新潟県埋蔵文化M調査－ル業同1999、F越切追跡∬」伊勢崎71r教育委員会2007、F上聞名遺跡Ⅵ」仰勢崎市教育委員会2008より作成   

9 本書における主な火山噴出物の表記は以下の略称を用いた。  

浅間A軽石（As－A軽石）一天明3年（1783）浅間山噴出による降下テフラ  

浅間粕川テフラ（As－Kk）q大治3年（1128）浅間山噴出による降下テフラ  

浅間B軽石（As－B軽石）一天仁元年（1108）浅間山噴出による降下テフラ  

榛名山ニッ岳伊香保テフラ（Hr－FP）－6世紀中葉の榛名山ニッ岳噴出による降下テフラ  

榛名山ニッ岳渋川テフラ（Hr－FA）－6世紀初頭の榛名山ニッ岳噴出による降下テフラ  

浅間C軽石（As－C軽石）－3世紀後菓～4世紀初頭の浅間山噴出による降下テフラ   
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Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡の位置（Fig．1・2）   

朝倉伊勢西恥．1遺跡は群馬県前橋市朝倉町に所在し、前橋  

市市街地から南東へ約4kmに位置する。本遺跡は前橋台地東  

緑部を商流する広瀬川右岸から西に開けた低平な地に立地す  

る。本遺跡周辺には利根川をはじめとして東に広瀬川、西に  

端気川が流れ、これらの河川により形成された微高地に宅地  

が造られ、後背湿地は主に水田として利用されている。本遺  

跡周辺も、近年は宅地開発や幹線道路のインフラが進み、市  

内でも規模の大きな広瀬団地を中心とする市街化区域に変貌  

している。また、広瀬川左岸の低地帯についても主要地方道  

前橋館林線の沿線を中心に宅地化が進んでいる。  

2 歴史的環境（Fig．3）   

本遺跡周辺での縄文時代および弥生時代の遺跡は少ない  

が、利根川左岸の公田東遺跡（8）に隣接する勝島川端遺跡  

では縄文時代草創期後半の「撚糸式土器」、弥生時代中期の  

再葬墓と後期の竪穴住居跡5軒が検出されている。また、生  

産関連では隣接する高崎市の目高遺跡等でAs－C軽石下の水  

田が検出されている。   

古項時代に入ると遺跡数は急増し、住居関連では前期の六  

供下堂木Ⅱ遺跡（3）、六供中京安寺遺跡（35）、公田池尻遣  

新外房大・群馬県地質図肌成委貝会  
「粗鴨県10万分の1地ア掴」1999に加筆  

脚Il叫l叫Uln  

lヨ小沼溶岩円頂丘  

匹］前備台地  

■■安山岩岩脈  

田山詫胴▲て物  

m自然矧ル推枝物  

［：亘］低地  

コ■比矧1侶岩類  

田沼尾川溶岩類  

■梨木岩屑なだれ雉捕物  
丘≡l土石流・岩周なだれ封印長物  

Ill荒山溶岩灘ケ原溶岩嚇ケ岳溶岩  

日大潤火砕流経机砂肝卜火砕侃碓榔軌糸井火砕流稚朽物  

日澗成層  
一地蔵岳捲即1頂R  

Fig．2 前橋の地形  

跡（10）が、中期の集落跡としては六供中京安寺遺跡の西に位置する六供遺跡群恥5で確認されている。後期に  

は公田池尻遺跡、下佐烏遺跡（9）、川曲遺跡（12）、坊山遺跡（31）、後閑Ⅱ遺跡（34）等で住居跡が見つかっ  

ているが、公田池尻遺跡のように前期から継続的に営まれる集落が存在する一方、この時期から新たに集落が展  

開する遺跡も多い。また、生産関連では公田池尻遺臥公田東遺跡においてAs－C軽石混入土を耕作する水田跡  

が確認されている。   

本遺跡周辺では古墳が多く分布し、広瀬川右岸の自然堤防上には旧市域から旧上陽村の東善にかけて帯状に連  

なる、広蘭・朝倉古墳群を形成する。『上毛古墳綜覧』によると分布調査を実施した昭和10年には154基の古  

墳が確認されたが、大半が未調査のまま削平され、当時の姿形を残すものは少ない。時期別に概観すると、前  

期には4世紀後半に東国最大級の全長約130mの規模を誇る前方後方墳である八幡山古墳（29）や、三角縁神獣  

鏡を含む5面の青銅鏡や底部穿孔壷型土器が出土した4世紀後半の前方後円墳で全長約129mの前橋天神山古墳  

（32）等が築造され、前橋台地上に最初に誕生した地域首長墓の1つと見られている。中期には古墳の築造数  

が少なくなり、小型化していく傾向が看取でき、前橋台地東半の地域から首長墓と目される古墳は見られなく  

なる。かわって前橋台地西南の高崎市倉賀野地域に毛野最大の前方後円墳である浅間山古墳や大鶴巻古墳が5世  

紀前半に、東毛には5世紀中葉以降に東日本最大の前方後円墳である太田天神山古墳や宝泉茶臼山古墳が築造さ  

れ、勢力の移動を窺わせる。後期には再び前橋台地での古墳築造が活発化し、本遺跡周辺でも6世紀前半に亀塚  

山古墳（41、帆立貝式古墳）や、6世紀後半には新羅文化の影響とされる金銅製立花型冠を中心に大帯・街角付  
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遺構群  

Fig．3 周辺遺跡図  
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胃・金銅製太刀等が出土した前方後円墳の金冠塚古墳（42）、墳丘長104m・後円部径72mを測る前方後円墳の  

前橋二子山古墳（18）等が築造され、本遺跡周辺が古墳時代を通して継続的に発展していたことを窺わせる。   

奈良・平安時代になると前橋台地上でも条里地割に基づく農地開発が進み、現在も本遺跡から南に広がる水田  

地帯には条里地割の痕跡が明確に認められる。特に、天仁元年（1108）の浅間山の噴火に伴うAs－B軽石によっ  

て埋没した水田跡が各地で確認されており、本遺跡周辺でも条里地割の推定が行なわれている。なかでも宮地中  

田遺跡ではAs－B軽石層下より平安時代後期の水田跡が92枚検出され、東西3本、南北1本の坪境畦畔によっ  

て方形区画の条里水田跡が確認された。これは高崎東部・北部で確認された条里制水田跡が利根川を挟み、前橋  

南部まで及んでいたことを示している。   

中世になると、本道跡周辺地域には100を超える数の環濠遺構群が展開する。本遺跡から南に広がる徴高地上  

にも環濠遺構群（a～h）が多く確認されるようになり、城館跡では宿阿内城（46）・阿内古城（47）等が知ら  

れるようになる。  

Ⅲ 調査の方針と経過   

1 調査範囲と基本方針（Fig．3・4・6（′11）   

委託調査箇所は、（都）江田天川大島線道路改良工事の予定地であり、調査面積は1区1，600ni、2区1．900  

出で、総調査面積は3．500Ⅰポである。グリッド座標については国家座標（日本測地系第Ⅸ系）Ⅹ＝40800．000、  

Y＝←66200．000を基点とする4mピッチのものを使用し、経線をⅩ、緯線をYとして北西隅を基点に番付して  

呼称とした。各調査区の公共座標は次のとおりである。  

測点  日本測地系（第Ⅸ系）  世界測地系（第Ⅸ系）  

1区  Ⅹ22、Y32  Ⅹ＝40672．000m、Y＝一66112．000m X＝41026．926m、Y＝－66403．867m  

2区  Ⅹ41、Y32  Ⅹ＝40672．000m、Y＝－66036，000m X＝41026．924m、Y＝－66327，869m   

発掘調査は遺構確認面まで重機（0．45バックホー）にて表土掘削を行ない、遺構確認、遺構掘り下げ、遺構精  

査、測量・写真撮影の手順で実施した。遺構調査については土層の堆積状況を確認するため、土層ベルトを適宜  

設定した。なお、住居跡の遺q如こ関しては、床面直上や遺構に伴うと判断したものは恥遺物とし、他の覆土中の  

破片等については一括遺物として取り上げた。   

遺構の記録には、図面作成はトータルステーション・電子平板を用いての測量・編集を行ない、断面図につい  

ては一部オルソーフォトに変換して編集を行なった。記録写真は35mmモノクロ・リバーサル、デジタルカメ  

ラの3種類を用いて撮影し、調査区全景撮影についてはラジコンヘリコブタ一による空中撮影を調査工程上から  

1区・2区の順に、2回実施した。また、2区東側の低地部ではAs－B軽石下の土壌環境・性質を把握するため、  

自然科学分析も行なっている（Ⅵ 自然科学分析）。  

2 調査経過（Fig．4）   

本道跡の発掘調査は廃土置場の関係から1区・2区での折り返し調査とし、平成22年12月24日に1区の表  

土掘削より開始し、翌平成23年1月5日から遺構確認作業を実施した。以降、順次調査を進め、2月10日に1  

区の全景撮影を行ない、2月18日より1区の埋め戻しと併行して2区の表土掘削を開始した。2区は3月11日  

に全景撮影を実施、3月14～15日に埋め戻しを行ない、現地での調査を終了した。なお、2区の全景撮影を実  

施した3月11日は、東日本に甚大な被害をもたらすこととなる『東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）』の  

発生日である。幸いにも本調査には大きな支障はなかったが、日常の安全対策についての重要性を改めて考えさ  

せられるものとなった。  
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Fig．4 調査区位置図（S＝1：5．000）  

Ⅳ 基本層序   

1区はⅣ層およびⅤ層上面が遺構確認面となる（Fig．5）。2区は調査区中央付近を境として標高91．5m前後  

の徴高地（西側）と、標高90．6m前後の低地部（東側）に分かれるため、それぞれ調査区西端と東端の2箇所  

で基本層序の確認を行なった。徴高地はⅡ層上面を遺構確認面とし、低地部は全面に亘りAs－Kk・As－B軽石の  

良好な堆積が見られ、As－B軽石を除去した面であるⅧ層上面を遺構確認面とした。  

2区  

1区基本層序  
Ⅰ 現雑作土  
Ⅱ 暗褐色上  
皿 褐邑二L  
Ⅳ 暗褐色⊥  

V 刀．ミ褐色土  
Ⅵ 凱褐色土  
2区基本層序A  
】 規耕作土  
Ir 暗褐色土  
m 褐也土  
n■ 暗褐色土  
1′ 黄褐色土  

三区基本層序B  
l 現耕作十  
∪ 暗褐色土  
l！l暗褐色土  

（ユOY尺3／3）  

（10Yl之4／4）  

（10YR3／4）  

（10Y尺2／3）  

（10yR5／6）  

（10Yfミ3／3）  

（10Yfくq／4）  

（10Ylく3／4）  

（10Y尺5／6）  

（10YR3／3）  

（10YR3／3）  

軽石を極を少量含む。締まりやゃ強く、粘性石弓い。  
几褐色砂質⊥・～50cm前後の小礫を少尻含む。締まりやや撒く、帖性やや石弓い。  
含有物が少なく、肌理の紳lかい屑。締まりヤや強く、♯占件弱い。 AsC軽石を少見合む 

。締まり強く、粘性やや弱い。  
前場泥流漸移屑。締まりやや強く、粘性硯い。  

軽石を極を少見合む。締まりやや強く、粘性弱い。  
荊褐』砂質土を少量含む。締まりやや強く、粘性やや購い。  
含有物が少なく、肌理の細かい層。締ま「）やや強く、粘性弱い。  

l拍棟泥流漸移憤。締まりやや強く、朴性弱い。  

軽石を少量含む。締まりヤヤ強く、相伴弱い。  
軽石を極少量含む、肌理の紺かい屑。締まりやゃ強く、粘性弱い。色調の若干の相違で細分可能。  

）  

AsKk研。締まり弱く、粘性弱い。  
AsB軽石頓。締まり弱く、粘性弱い。  

）  

粘新土層。Ⅸ層の酸化届か。締まり弱く、粘性強い。  
柿質上層。締まl）弱く、柚性強い。  
拙質土同。白色軽石を少見合むが、肌型の細かい層。締まり弱く、粘性強い。  

Fig．5 基本層序  

Y面‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  F元  Tl  X加」  Hlil   

．了訂‾‾‾‾‾‾‾‾‾「 X＝1qJ2∩   
YZU  

X＝40＿68nl   

：′ll  ．  

HTl′汁IIl   

LJ  H   
Y仙気      ＞一  し与 ＞→  岩 準 ＞→  巨 十 〉→  忘 u ＞一  ゝ・  

悍 にぷい粥褐色土（10YRd／3  
l■ 褐灰』土（10Y則／1）  
11灰典褐色土（75YR5／2）  
17 にぷい黄程也土（10YR7／3  

lて】褐』土（10Y尺d／6）  
且 子ら灰色ニヒ（10Y尺6／1）  

Ⅹ 褐灰色⊥（10ylミ4／1）  
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Fig．10 調査区全体図（5）  
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Ⅴ 遺構と遣物  
11区  

（1）竪穴住居跡   

Hql号住居跡（Fig．12・28、PLl・9）  

位置 Ⅹ32・33、Y32・33 主軸方向 N－77D－E 規模 東西軸2．70m、南北軸3．67m、硯壁高0．16m。  

北側は撹乱により削られる。 面積 （7．58）d 床面 ほぼ平坦で、暗褐色・黄褐色土による貼り床。竃周辺  

の硬化が顕著。 竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．58m、燃焼部0．53mを測る。燃焼部に支脚石が残存  

する。 貯蔵穴 南東隅に位置する。東西0．66m、南北0．48m、探さ0．23mを測り、楕円形を呈する。 出土  

遺物 須恵器高台付碗（1～7）、土師器窯（8）、羽釜（9）を図示。 時期 出土遺物の傾向から9世紀後半  

～10世紀前半と想定される。  

H－2号住居跡（Fig．12・13・28、PLl・9）  

位置 Ⅹ24・25、Y33・34 主軸方向 N－95O－E 規模 東西軸2．26m、南北軸3．09m．現壁高0．34m。   

面積 4．74Ⅰポ 床面 ほぼ平坦で、暗褐色粘質土による貼床を施す。竃周辺の硬化が顕著で、住居中央まで硬  

化が認められる。 竃 東壁のやや南寄りに位置する。確認長0．71m、燃焼部0．49mを測る。 重複 W5・  

6と重複し、新旧関係はW5■6→本道橋である。 出土遺物 床面直上から出土の須恵器塊2点（1・3）  

と、覆土から出土した須恵器琉1点（2）を図示。 時期 出土遺物の傾向から9世紀後半と想定される。  

H－3号住居跡（Fig．13・14・28・29、PLl・9）  

位置 Ⅹ29・30、Y32・33 主軸方向 NL83O－E 規模 東西軸3．26m、南北軸4．29m、規壁高0，29m。   

面積11．5Ⅰポ 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。 竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．63  

m、燃焼部0．48mを測る。 貯蔵穴 南東隅に位置する。東西0．76m、南北0．81m、探さ0，37mを測り、円形  

を呈する。南側の立ち上がりは住居南壁と共有する。 重複 W－4と重複し、新旧関係はW－4→本遺構であ  

る。 出土遺物 須恵器高台付碗（1～4）、土師器禁（5～7）の7点を図示。（3）の高台塊は口緑部下に  

焼成前穿孔が施されるが、残存する穿孔は1箇所のみで全体的な形態は不明である。要はいずれも口緑部が「コ」  

の字状を呈するが、口線形態は崩れ整形は租経で器壁もやや厚くなっている。 時期 出土遺物の傾向から9世  

紀後半と想定される。  

H－4号住居跡（Fig．14■15・29、PLl・9）  

位置 Ⅹ29・30、Y34・35 主軸方向 N－840E 規模 東西軸2．48m、南北軸3．31m、現壁高0．18m。   

面積 6．93Ⅰポ 床面 ほほ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃前面より住居中央部にかけて顕著な硬化面  

が認められる。 竃 東壁のやや南寄りに位置する。確認長0．63m、燃焼部0．39mを測る。 重複 W－7・  

9と重複し、新旧関係はW－7→W－9→本遺構である。 出土遺物 須恵器高台付塊（1）、土師器杯（2）、  

土師器碧（4）、甑（5）の4点を図示。 時期 出土遺物の傾向から9世紀後半～10世紀前半と想定される。  

H－5号住居跡（Fig．15・29、PL2・9）  

位置 Ⅹ24・25、Y34 主軸方向 N－82OrE 規模 東西軸3．26m、南北軸4．29m、硯壁高0．13m。 面  

積 5．57Ⅰポ 床面 暗褐色土を中心とする貼り床を施し全面的に平坦であるが、住居北東隅に限り黄褐色粘質土  

を土盛状に貼り付ける。竃を中心として、住居南側の広範で顕著な硬化が認められる。 竃 東壁の南寄りに位  
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置する。確認長0．98m、燃焼部0．55mを測り、両袖部に凝灰貿砂岩を置く。支脚石は袖石と同じく凝灰質砂岩  

であるが、被熱のため赤変し、非常に脆くなっている。また、かき出した灰・炭化物が竃前面部を中心に広範囲  

に確認された。 重複 H－16およびW－6と重複し、新旧関係はW－6→本遺構→H－16である。 出土遺  

物 須恵器高台付塊（1）、土師器碧（2・3）、敲き石（4） 時期 出土遺物の傾向から9世紀後半と想定さ  

れる。  

H－6号住居跡（Fig．16・30、PL2・9・10）  

位置 Ⅹ22・23、Y34・35 主軸方向 N－840－E 規模 東西軸（2．39）m、南北軸5．50m、硯壁高0．06m。   

面積 （3．46）d 住居西半は調査区外となる。 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。H5号  

住居跡と同様な黄褐色粘質土による貼り床も一部に認められる。竃前面を中心として、やや強い硬化が見られ  

る。 竃 東壁の中央に位置する。確認長0．81m、燃焼部0．70mを測る。残存状態が悪く、上部はほぼ削平さ  

れていると思われる。袖の痕跡も確認できなかった。 出土遺物 須恵器皿（1）、須恵器杯（2～5）を図示。  

須恵器要は覆土中、その他は床面直上からの出土である。 時期 出土遺物の傾向から9世紀中頃～後半と想定  

される。  

i■  H－7号住居跡（Fig．16・30、PL2・10）  
位置 Ⅹ25・26、Y30 主軸方向 N－900－E 規模 東西軸3．34m、南北軸3．83m、硯壁高0．09m。 面  

積 3．93Ⅰポ 床面 ほぼ平坦な地山床。ほぼ全面に亘り、やや強い硬化が見られる。 竃 東壁の南寄りに位置  

する。確認長1．28m、燃焼部0．71mを測る。凝灰質砂岩を支脚石として据える。 出土遺物 いずれも床面直  

上から出土した須恵器杯2点（1・2）、土師器棄1点（3）を図示。 時期 出土遺物の傾向から9世紀後半  

～10世紀前半と想定される。  

H－8号住居跡（Fig．17・30、PL2・10）  

位置 Ⅹ2臥 Y33・34 主軸方向 N－820－E 規模 東西軸2．21m、南北軸2．73m、硯壁高0．07m。 面  

積 4．91Ⅰポ 床面 ほぼ平坦な地山床で、床面のほぼ全面に強い硬化が認められる。 竃 東壁の中央に位置す  

る。確認長0．41m、燃焼部0．34mを測る。 重複 W－8・9と重複し、新旧関係はW－9→W－8→本遺構  

である。 出土遺物 図示し得た出土遺物は須恵器高台付碗1点のみである。 時期 出土遺物の傾向から10  

世紀中頃と想定される。  

H－9号住居跡（Fig．17・30、PL3・10）  

位置 Ⅹ27・28、Y32・33 主軸方向 N7lO－E 規模 東西軸2．41m、南北軸3．18m、現壁高0．26m。   

面積 （5．67）戒 床面 ほぼ平坦な地山床。 竃 確認できず。  重複 H－13と重複し、新旧関係は本  

遺構→H－13である。 出土遺物 須恵器壷（1）、土師器棄（2）それぞれ1点ずつを図示。 時期 出土遺  

物の傾向から9世紀後半～10世紀前半と想定される。 備考 住居跡としているが、今回の調査では竃の確認  

に至らなかった。H－13により削平されたことも考えられるが、床面に硬化面や灰・焼土等の竃の痕跡が見ら  

れないことから、住居ではなく竪穴状遺構となる可能性も高いと思われる。  

H－10号住居跡（Fig．18・30、PL3・10）  

位置 Ⅹ30・31、Y34・35 主軸方向 N－7lOrE 規模 東西軸2．83m、南北軸3．34m、現壁高0．22m。   

面積 7．01Ⅰポ 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃焚口部を中心に強い硬化が認められる。  
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竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．68m、燃焼部0．38mを測る。 貯蔵穴 南東隅に位置する。東西0．53m、  

南北0．61m、深さ0．58mを測り、円形を呈する。南側の立ち上がりは住居南壁と共有する。 出土遺物 いず  

れも床面直上から出土した羽釜（1）、土師器甑（2）の2点を図示。 時期 出土遺物の傾向から10世紀前半  

と想定される。  

H－11号住居跡（Fig．19・31、PL3■10）  

位置 Ⅹ31・32、Y34・35 主軸方向 N－680－E 規模 東西軸2．38m、南北軸3．60m、現壁高0．04m。   

面積 7．84Ⅰポ 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃焚口前面には灰・焼土が散在し、硬化も強  

くなっている。 竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．68m、燃焼部0．37mを測る。 重複 W－4と重複し、  

新旧関係はW－4→本遺構である。 出土遺物 床面直上から出土した須恵器高台付塊（1）、竃から出土した  

須恵器杯（2）の2点を図示。 時期 出土遺物の傾向から10世紀後半～11世紀前半と想定される。  

H－12号住居跡（Fig．17、PL2）  

位置 Ⅹ27■28、Y33・34 主軸方向 N－790LE 規模 東西軸1．81m、南北軸3．24m、現壁高0．03m。   

面積 （4．26）d 床面 ほぼ平坦な地山床。 竃 H－8により削平される。 重複 H－8と重複し、新  

旧関係は本遺構→H－8である。 出土遺物 出土遺物は須恵器杯2点、羽釜1点等であるが小破片であり、図  

示し得た遺物はない。 時期 出土遺物および重複関係から10世紀前半～中頃と想定される。  

H－13号住居跡（Fig．17・18・31、PL3・10）  

位置 Ⅹ28，Y32・33 主軸方向 N770－E 規模 削平により、竃のみの残存。 竃 確認長0，63m、  

燃焼部0．42mを測る。 重複 H－9と重複し、新旧関係はH－9→本遺構である。 出土遺物 須恵器杯、  

土師器禁、羽釜等が出土しており、図示し得た出土遺物は須恵器高台付椀1点のみである。 時期 出土遺物お  

よび重複関係から10世紀前半と想定される。  

H－14号住居跡（Fig．19・31、PL3・10）  

位置 Ⅹ31■32、Y37 主軸方向 N－175O－E 規模 東西軸2．62m、南北軸3．44m、硯壁高0．15m。  

面積 （7．22）最 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃前面に灰・焼土の散布、強い硬化を認め  

られる。 竃 南壁の東寄りに位置する。確認長0．70m、燃焼部0．30mを測る。 重複 W－1と重複し、新  

旧関係は本遺構→W－1である。 出土遺物 須恵器短頸壷（1）、かわらけ（2）の2点を図示。 時期 出  

土遺物の傾向から11世紀前半と想定される。  

H－15号住居跡（Fig．20・31、PL4・10）  

位置 Ⅹ33・34・35、Y36・37 主軸方向 N－92OLE 規模 東西軸3．88m、南北軸4．82m、現壁高0．22m。   

面積16．57Ⅰポ 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃前面を中心とし、住居南半で顕著な硬化  

が見られる。 竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．70m、燃焼部0．41mを測る。両袖に凝灰質砂岩と思わ  

れる袖石を配し、同質の石材の天井石を架ける。また、竃に掛けられた状態の土釜を検出している。 貯蔵穴  

南東隅に位置する。東西0．47m、南北0．55m、深さ0．17mを測り、楕円形を呈する。 出土遺物 灰粕陶器椀  

（1）、須恵器高台付碗（2）、土師器杯（3）、羽釜（4）、土釜（5）の5点を図示。 時期 出土遺物の傾向  

から10世紀後半～11世紀前半と想定される。 備考 床面直上に大量の炭化材および焼土塊を検出し、いわゆ  

る「焼失住居」と考えられる。炭化材の残存状況は極めて良好である。  
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H－16号住居跡（Fig．21・31、PL4・10）  

位置 Ⅹ25、Y33・34 主軸方向 N－93O－E 規模 東西軸2．33m、南北軸3．15m、硯壁高0．15m。 面  

積 （6．46）d 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃前面から住居中央にかけて、やや強く硬化  

する。竃 東壁の南寄りに位置する。確認長0．32m、燃焼部0．28mを測る。重複 H－5、W－6と重複し、  

新旧関係はW－6→H－5→本遺構である。 出土遺物 灰粕陶器皿（1）、須恵器杯（2）、土師器杯（3・4）  

の4点を図示。 時期 出土遣物の傾向から11世紀前半と想定される。  

H－17号住居跡（Fig．21・31、PL4・10）  

位置 Ⅹ37・38、Y35・36 主軸方向 N－800－E 規模 東西軸3．13m、南北軸3．55m、現壁高0．12m。   

面積 9．86rd 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。竃前面部を中心として硬化が顕著である。  

竃 東壁の中央に位置する。確認長0．94m、燃焼部0．33mを測る。やや窪みをもった燃焼部から、細長く伸び  

た煙道に向け立ち上がる。袖石に凝灰質砂岩を用いる。煙道先端には、煙突として転用したと考えられる円筒埴  

輪を検出した。 重複 H－19と重複し、新旧関係はH－19→本遺構である。 出土遺物 住居跡からは須恵  

器小破片、土師器小破片等を検出しているが、図示し得なかった。図示したのは竃の煙突として転用していた円  

筒埴輪で、直接的に本遺構の年代を決定する遣物ではないが、特徴的な遺物であるため掲載しておく。 時期  

出土遺物および重複関係から10世紀前半～中頃と想定される。  

H－18号住居跡（Fig．22、PL5）  

位置 Ⅹ36・37、Y37 主軸方向 N－970LE 規模 東西軸3．40m、南北軸3．73m、現壁高0．26m。 面  

積10．72Ⅰポ 床面 ほほ平坦で、全面的に暗褐色土による貼り床であるが、北西の一部のみ地山床である。竃  

前面部を中心に灰・焼土の散在、やや強い床面の硬化を確認した。竃 東壁の中央に位置する。確認長0．61m、  

燃焼部0．38mを測る。 出土遺物 須恵器小破片、土師器小破片、羽釜片を検出しているが図示し得なかった。   

時期 出土遺物の傾向から10世紀前半と想定される。  

H－19号住居跡（Fig．23・31、PL5・10）  

位置 Ⅹ36・37、Y35・36 主軸方向 N－78O－E 規模 東西軸2．86m、南北軸3．67m、現壁高0．07m。   

面積 （8．98）d 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼床を施す。 竃 不明。H－17により削平される。   

重複 H－17と重複し、新旧関係は本遺構→H－17である。 出土遺物 羽釜1点を図示。 時期 出土遺  

物の傾向から10世紀と想定される。 備考 H－15と同様に「焼失住居」と考えられる。  

（2）溝   

W－1号溝（Fig．23）  

位置 Ⅹ32・33、Y37 主軸方向 N．680－E 規模 長さ2．62m、上幅0．71m、下幅0．52m、探さ0．21m。   

形状等 北東から南西に走行し、断面はU字形に近い台形状を呈する。底面は比較的平坦である。 重複 H  

－14と重複し、新旧関係はH－14→本遺構である。 出土遺物 須恵器・土師器が出土しているが、小破片の  

ため図示には至らず。 時期 出土遣物および重複関係から11世紀代と想定される。  

W－2号溝（Fig．23）  

位置 Ⅹ29～32、Y36・37 主軸方向 N－620．E 規模 長さ14．16m、上幅1．22m、下幅0．96m、探さ  
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0．19m。 形状等 北東から南西に走行し、断面はU字形を呈するが、後世の削平のためか概して浅い掘り込み  

となっている。 重複 W－11・12と重複し、新旧関係はW－11・12→本遺構である。 出土遺物 覆土中よ  

り須恵器・灰粕陶器が出土しているが、小破片のため図示し得なかった。 時期 重複関係および覆土から10  

世紀代と想定される。  

W－3号溝（Fig．24、PL5）  

位置 Ⅹ23～27、Y35～37 主軸方向 N－68D－E 規模 長さ（21．50）m、上幅1．47m、下幅0．58m、  

深さ0．49m。 形状等 北東から南西に走行し、断面は台字形を呈する。北側に中段を有する。 出土遺物  

須恵器・土師器が出土しているが、小破片のため図示には至らず。 時期 出土遺物および重複関係から9世紀  

以前と想定される。 備考 北東端は平面が長方形状の掘り込みとなっており、溜め井的な機能を持っていた可  

能性も考えられる。断面観察から、埋没時期は同時であり重複関係は認められない。  

W－4号溝（Fig．24・31・32、PLll）  

位置 Ⅹ26～32、Y32～37 主軸方向 南北方向N－240－W、東西方向N－640 －W 規模 長さ（40．93）  

m、上幅1．67～2．62m、下幅0．65～l．84m、探さ0．55m。 形状等 北東から南西に走行し、Ⅹ32・Y35グ  

リッド付近で900近く屈曲し、2条に枝分かれする。 重複 H－11、W－7と重複し、新旧関係は本遺構→  

W－7→H－11である。 出土遺物 覆土中より出土の須恵器杯、土師器杯、灰粕陶器椀・耳皿を図示。 時  

期 出土遺物および重複関係から10世紀代以前と想定される。  

W－5号溝（Fig．24・32、PLll）  

位置 Ⅹ24・25、Y33～35 主軸方向 N－16O－E 規模 長さ（8．83）m、上幅0．72m、下幅0．55m、深  

さ0．24m。 形状等 ほぼ南北方向に走行し、若干西に向けて湾曲する。断面は箱型を呈する。 重複 H－  

2と重複し、新旧関係は本遺構→H－2である。 出土遺物 覆土中より須恵器杯蓋・棄・瓶、土師器杯が出土  

しており、須恵器杯蓋（1）、土師器杯（2）を図示。 時期 出土遺物および重複関係から9世紀代以前と想  

定される。  

W－6号溝（Fig．24・32、PLll）  

位置 X24～26、Y33～35 主軸方向 N－230－E 規模 長さ（11．03）m、上幅1．63m、下帽0．64m、  

探さ0．31m。 形状等 北西から南東に走行し、断面はやや丸みを帯びた台形を呈する。 重複 H－2・5・  

16、W－3と重複し、新旧関係は本遺構→W－3→H－2・16→HL5である。 出土遺物 覆土中より須恵  

器杯・棄が少数出土しており、その内の須恵器高台付椀を1点図示。 時期 出土遺物および重複関係から9世  

紀代以前と想定される。 備考 H－2により削平されているため断言はできないが、走行方向等を考慮すると  

W－5号満と同一の遺構になる可能性が高い。  

W－7号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ29・30、Y32～35 主軸方向 N－40rE 規模 長さ（13．96）m、上幅0．93m、下幅0，37m、探  

さ0．52m。 形状等 北から南東に走行し、断面は台形を呈する。 重複 H－4、W－4・9と重複し、新  

旧関係はW－9→本遺構→H－4・W－4である。 出土遺物 なし。 時期 重複関係および覆土から9～  

10世紀代以前と想定される。  
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W－8号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ28、Y32～36 主軸方向 N－30－E 規模 長さ（16．95）m、上幅0．80～1．64m、下幅0．54～  

0．94m、探さ0．52m。 形状等 ほぼ南北方向に走行し、断面はU字形を呈する。 重複 H－8、W－4・  

9と重複し、新旧関係はW－9→本遺構→H－8、W－4である。 出土遺物 覆土中より須恵器・灰粕陶器が  

出土しているが、小破片のため図示し得なかった。 時期 重複関係および覆土から9～10世紀代以前と想定  

される。  

W－9号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ28・29、Y33・34 主軸方向 N－370－W 規模 長さ（5．62）m、上幅1．34m、下幅1．09m、探  

さ0．37m。 形状等 北西から南東に走行し、断面は箱形を呈する。 重複 H－4■8、W－7・8と重複し、  

新旧関係は本道構→W－7・8→H－4・8である。 出土遺物 なし。 時期 重複関係および覆土から9世  

紀代以前と想定される。  

W－10号溝（Fig．24・32、PLll）  

位置 Ⅹ22・23、Y32～36 主軸方向 N－170－W 規模 長さ（15．63）m、上幅0．68～1．74m、下幅0．49  

～1．25m、探さ0．18m。 形状等 北東から南西に走行し、断面はU字形を呈する。 重複 W－3と重複し、  

新旧関係は本遺構→W－3である。 出土遺物 覆土中より須恵器・土師器・灰粕陶器が出土し、須恵器皿を1  

点図示。 時期 重複関係および覆土から10世紀代以前と想定される。  

W－11号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ27～36、Y33～37 主軸方向 N－600－E 規模 長さ（37．94）m、上幅2．34m、下幅0．87m、  

探さ0．89m。形状等 北東から南西に走行し、断面は薬研堀のような形状を呈する。重複 W¶2と重複し、  

新旧関係は本遺構→W－2である。 出土遺物 小破片・数点であるが、須恵器・土師器・灰粕陶器が、また1  

点だが円筒埴輪片も出土している。 時期 重複関係および覆土から9～10世紀代以前と想定される。  

W－12号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ29～36、Y33～38 主軸方向 Nr6lO－E 規模 長さ（32．37）m、上帽2．88m、下幅1．40m、  

深さ0．80m。 形状等 北東から南西に走行し、断面はU字状を呈する。 重複 W－2と重複し、新旧関係  

は本遺構→W－2である。 出土遺物 覆土中より須恵器・土師器が出土しているが、小破片のため図示し得な  

かった。 時期 重複関係および覆土から9～10世紀代以前と想定される。 備考 W－11と断面形態は異な  

るものの、規模・走行方向等は極めて近似する。現状では重複関係等は不明であるが、覆土等は似通っており、  

少なくとも埋没段階には同時期に機能していたものと思われる。  

W－13号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ32、Y32～34 主軸方向 N－12O－E 規模 長さ（8．32）m、上幅0．34m、下幅0．22m、探さ0．36m。   

形状等 北から南西に走行し、断面は台形を呈する。 重複 W－4・14と重複し、新旧関係は本遺構→W  

－4→W－14である。 出土遺物 なし。 時期 重複関係および覆土から10世紀代以前と想定される。  

W－14号溝（Fig．24）  

位置 Ⅹ31・32、Y32・33 主軸方向 N－320－W 規模 長さ（8．86）m、上幅1．64m、下幅0．89m、探  
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さ0．44m。 形状等 北西から南東に走行し、断面は台形を呈する。 重複 W－4・13と重複し、新旧関係  

はW－13→W－4→本遺構である。 出土遺物 覆土中より須恵器・土師器が数点出土しているが、小破片の  

ため図示し得なかった。 時期 重複関係および覆土から10世紀代以前と想定される。  

（3）井戸、土坑、ピット（Fig．25～27）   

井戸、土坑、ピットについては「Tab．11区 井戸・土坑・ピット計測表」を参照のこと。  

Tab．11区井戸・土坑・ピット計測表  
長軸  

遺構名   位置  平面形状  断面形状   
（m〕   

35号ピット  X26、Y34  0．33  軋犯  1，03  札26  円形  箱状   

36号ビット  X26、Y33  0．37  0．36  1．03  q20  円形  半円状   

即号ピット  X26、Y33  0．42  0．35  1－20  0．13  楕円形  台形状   
38号ピット  Ⅹ29、Y35  0．79  0．7∠L  1．07  且30  円形  箱状   

39号ピット  X29、Y35  0＿75  0．71  1．06  且22  円形  箱状   

40号ピット  Ⅹ29、Y35  鋸9  OJ7  1，04  q22  円形  半円状   
41号ピット  Ⅹ29、Y36  0．53  0．49  1．08  0．20  円形  半円状   

d2号ピット  Ⅹ29、Y36  0．69  0．65  1．06  0．23  円形  台形扶   
43号ピット  Ⅹ25、Y36  三qdO  仇36  1⊥1  0．29  円形  半円状   

44号ピット  Ⅹ25、Y36  仇42  0．40  1J〕5   
45号ビット  X25、Y36  M2  仙34〕  1．24  0．19  楕円形  台形状   

46号ビット  X25・26、Y36  0．74  0．68  1．09  q44  不整形  階段状   

47号ピット  X25・26、Y36  0．68  0．49  1．39  n32  楕円形  台形状   

48号ピット  Ⅹ26、Y37  M8  OJ7  1J5  q21  楕円形  台形状   

49号ピット  X33、Y33  0．82  0．67  1，22  q62  楕円形  台形状   

0．36  円形  箱状   

0．52  円形  U字状   

54号ビット  X32－33、Y34  0．45  0－43  1J）5  0．38  円形  台形状   

55号ゼット  X33、Y34  0．55  0．48  1．15  0．38  円形  台形状   

56号ピ・シト  X33、Y34・35  0．67  0．55  1．22  0．18  楕円形  台形状   

57号ピット  Ⅹ27・28、Y35  0」50  OA7  1．06  OJ∃1  円形  半円状   

58号ピット  X27、Y36  仇49  0．45  1．09  0，19  円形  半円状   

59号ピット  Ⅹ27、Y36・37  軋35  0．35  1．00  0．24  円形  箱状  60弓一ピット  Ⅹ27・28、Y36  0ノ12  0．41  1．02  023  円形  箱状  61号ピット  X28、Y35  056  q56  1．00  0．29  l工」形  台形状  62号ピット  X29、Y35・36  0．57  m47  1．21  0，46  楕円形  階段状  63号ピット  X29、Y36  0．46  0．41  1⊥2  0．34  円形  台形状  64号ピット  X29、Y36  0．46  0．46  1．00  0．48  円形  階段状  65号ピット  X29、Y36  0．74  0．45  1．64  0．27  長橋円形  半円状  66号ピット  X31、Y36  0．36  α35  1J）3  0．26  円形  階段状   

長軸  
遺構名   位置  平面形状  断面形状   

（m）   

1号井戸   方形  階段状   
1号土坑  Ⅹ26・27、Y35  0．66  0．50  】．32  n28  楕円形  箱状   

2号土坑   Ⅹ22、Y36  1．19  0．73）  1．63  q38  長楕円形  台形状   

3号土坑   欠番  

7号土坑   Ⅹ28、Y35  1．00  仇83  1．20  q30  楕円形  台形状   

8ぢ・土坑   Ⅹ29、Y36  0．96  α69  1二泊  0．33  楕円形  箱状   
9号土坑  X29・30、Y33・34  1．01  q87  1．16  0β2  円形  箱状   

10号士坑  Ⅹ30、Y33■34  1．12  m72  1．56  0．49  長橋円形  箱状   

1号ピット  Ⅹ26、マ35  0．31  m29  1J）7  OJO  円形  個脚   
2号ピット  X26、Y35  0．34  α31  uO  0．15  円形  箱状   

L＝  0．22  撞円形．  台形状   
1二∋2   軋10  楕円形  Ⅴ字状   

1．03  0．13  円形  台形状   
6号ビ・ソト  Ⅹ25、Y35  0．30  仙26）  1．15  0．15  円形  半円状   

7号ビット  X25、Y35  0．35  （0，33）  1，06  0＿22  円形  台形状   

串号ピット  X25、Y35  0．35  皿33）  1．06  0．10  H形  弧状   
ウ号ピット  Ⅹ25、Y35  m47  （0．47）  1．00  0．19  円形  台形状   

10号ピット  Ⅹ25、Y35  026  且26  1．0〔）  0．21  円形  半円状   
11号ピット  X27、Y35  軋73  仇51  L43  0．24  不整形  箱状   
12号ピット  Ⅹ28、Y36  軋47  q46  1．02  （uO  円形  Ⅴ字状   

13号ピット  X28、Y36  0．70  q44  1．59  且25  長楕円形  階段状   
14号ピット  X28、Y35  0．79  0．73  1．08  0．25  円形  精状   
15号ピット  ＝ x28、Y35  0．34  0．33  1．03  0．17  円形  台形状   
16号ゼット  X27、Y35  0．35  （u8  L25  0．18  楕円形  半H状   

17号ピット  X28、Y35  0．26  0．22  1．18  qO9  円形  台形状   
18号ピット  X28、Y35  0－27  （0．22）  1．23  0．13  楕円形  半円状   

19号ピット  X28、Y35  0．34  （0．26）  1．31  0．15  楕円形  半円状   
20号ピット  X28、Y35  OJ；1  051  1．20  m36  楕円形  半円状   
21号ピット  X28、Y34・35  OJO  （u4  1．18  0．16  円形  半円状   

22号ピット  X28、Y34  0．23  022  1J）5  0．13  方形  箱状   
23号ピット  Ⅹ28、Y34  0．71  仇49  1．45  0．29  楕円形  台形状   
24号ピット  Ⅹ22－23、Y36  0．42  P．41j  1．02  仇14  円形  台形状   
25号ピット  X23、Y36  0，35  （030）  1．17  0．13  円形  台形状   

26弓ゼット  X23、Y36  0．51  （0．46）  1．11  0．12  円形  絹状   

27号ビット  X22－23、Y36  0－37  仙36）  1．03  几11  H形  台形状  28号ピット  X22、Y36  0．63  0．婿  1．40  0ヱ0  楕円形  台形状  29号ピット  Ⅹ22、Y36  仇35  0β1  1．13  0．15  円形  箱状  30号ピット  X23、Y36  0．62  0．49  L27  q18  楕円形  ・柵  31一石・ビット  Ⅹ23、Y35  0．54  0．51  1．U6  0二jO  lサ形  箱荘  32号ピット  X26、Y34  0．50  0．39  1．28  0．21  楕円形  箱状  33号ピット  X26、Y34  ．q47  0．33  1．42  且17  楕円形  箱状  34号ピット  X26、Y34  担32）  ∩．23  1．39  0．09  楕円形  台形状  
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H－1号住居跡 SPA・B  
l．リ．；褐色土（10YR2／3）   
黒色砂貿土をフロック状に少鼠含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  

2 黒褐色土（10Y】ミ2／2）   
ノ，真也・黄褐色砂貿土を少見合む。締まりやや強く、粘性利い。  
3 黒色土 （10YR17／1）  
白色粒を少量含む。締まりやや弼く、粘性やや強い。  

4 黒褐色士（10YR2／2）   
焼土粒・炭化物を極少見合む。締まり強く、粘性弱い。  
H1号住所跡 SPE  
l 暗掲』土（10YR3／3）   
黄褐也土・焼土粒を少巌含む。締まりやゃ強く、粘性やや潤い。  

2 黒褐色土（10YR2／3）   
含有物少なく、肌挫の細かい層。締まりやや弱く、粘性弱いっ  

3 黒褐色土（10YR2／3）   
黒・黄褐色土を7一口ノク状にやや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

B’  

H－1号住居跡苛 SPC・D  
l 黒褐色土（10YR2／2）  
白色粒を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  

2 暗褐色土（10Ylミ3／3）   

焼土粒を少最含む。締まり強く、糾性弱い。  
3 ゴ．しミ褐色土（10YR2／3）   
井褐色土を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  

4 黒褐色土（10YR2／2）   炭化物をやや多く含む 

、灰倍。締まりやや弱く、粘性弱い。  
5 暗褐色土（10YR3／3）   
焼土粒を少見合む。締まりやや弱く、粘性ヤヤ粥い。  

6 灰膿褐色土（10YR4／2）   
焼土粒を少立合む、竃崩落土。締まりやや弱く、粘性やゃ購い。  

7 値褐色土（10YR3／3）   
非褐邑砂質」二を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。  

8 黒褐色土（10YR2／2）   

炭化物を少最含む。締まり弱く、粘性弱い。  
9 ニ長袖仏土（10Yfミ2／2）  
地山土。締まり弱く、粘性弱い。  

1：30  1m  

H－2号住居跡 SPA・B  
l．リ、～間色土（10YIく2／3）   

灰黄褐色土をやや多く含むっ締まり強く、粘性ヤや弱いゥ  
2 プ一．し褐色ニヒ（10YR2／3）   

筑褐色土をブロック抹に少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い  
3 ≠褐邑上（10YR2／2）   
灰黄褐色土を少崖含h。締まりやや弱く、粘性やや弱い。  

4 黒褐色土（10YR2／2）   

焼土粒を少風合む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
5 黒褐虐土（10YR2／2）   

焼土粒を極少最含む。締まり強く、糾性やや強い。  
6 黒色土 （10YR2／1）   

灰塵褐色土を少最含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
7 黒褐色土（10YR2／2）  

焼土佐を極少量含む。締まりやや弱く、粘性ヤや弱い。  
8．■甘褐色土（10YR2／2）   
灰黄褐色土を極少温含む。締まりやや強く、粘性ヤや弱い。  

0  1：60  2m  

Fig．12 1区H－1・2号住居跡  

－19一   



1区H－2竃  H
「
 
 

0  1：30  1m  

H－2号住居跡亜 SPC・D  
l黒褐也土（10YR2／3） 焼土粒を少量含む。締まりやゃ強く、粘性やや弱い。  
宝 暗褐色土（10YR3／4） 焼土粒をやや多く含む。締まりやや倒く、粘性ヤや弱い。  
ヨ 黒褐色土（10YR2／2） 焼土粒を少量含む。締まりやや弱く、粘性やや弱い。  
■4 ＝¶邑土 （10YR2／1） 焼土粒を少量含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
，石 灰黄褐色土（10YR4／2）炭化物を極少凰含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
6 灰黄褐色土（10YR4／2）白色粒を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
了 黒褐色土（10YR2／2） 焼土粒を極少最含む。締まりやゃ弱く、粘性やや儲い。  
8黒褐色土（10YR2／2） 灰黄褐色土を極少差合む。締まりやや強く、粘性やや弱い。（W6覆土）  

H3号住居跡 SPE  
l暗褐色土（10YR3／3）  軽石 焼土拉を少量含 

む。   
締まりやや強く、粘性やや弱い。  

2 黒褐色：卜（10YR2／3）   
焼土粒、下層には灰をやや多く含む。   
締まりやや弱く、粘性弱い。  

3 暗褐色土（10YIく2／3）軽石を少量含む。   

締まり弱く、粘性弱い。  

く  帽唱
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H－3号住居跡 SPA・B  
l暗褐色土（10YR3／3） As－C坪石を少粛含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 黒褐色土（10YR3／2） 炭化物・焼土粒を少量含む。締まり強く、粘性弱い。  
3 暗褐色土（10YR3／3） 1吊と同質だが、含有物少ない。締まり強く、粘性開い。  
4 暗褐色土（10YR3／3） 炭化物を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

Fig．131区H－2号住居跡竃・H－3号住居跡  
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1区H－3竃  

H－3号住居跡轟 SPC・D  
l 暗褐色土（10YR3／3）  

軽石・焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
2 黒褐色土（10YR2／3）   
焼土拉をやや多く含む。締ま町やや礪く、粘性亘掛′、。  

3 黒褐色土（10YR2／3）   

軽石極少景含む。締まりヤや強く、粘性弱い。  
4 果褐色土（10YR2／2）   
焼土粒を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い＝  

5 灰黄褐色土（10YR3／3）   
As一月軽石を少量含む粘質土。締まりやや弱く、粘牲やや強いっ  

6 暗褐色土（10YR3／3）   

焼土粒をやゃ多く含む。灰層。締まりやゃ弱く、粘性弱い。  
7 架褐色土（10YR3／4）  
灰を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
8 黒色土 （10YR2／1）  
白色砂質土を少量含む。締まりやや強く、糾性弱い。  

9 黒褐色土（10YR2／2）   

軽石をやや多く含む。締まり強く、粘性ヤや弱い。  
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n  l：30  ll¶  

1区H－4  

床下土坑1旦  E  

L＝9200m   

惑瘍  

招：1∴卜坑2  」こ  」L  
TJ－！巳m  

B■  

H－4号住居跡 SPA・SPB  
1  ・l  ≡i  】 暗褐色土  

2 黒褐色土  
ニー 黒褐色土  
・】黒褐色土  
1 異相也土  
Il黒褐色土  
丁 異相色土  
8 黒褐色土  

（10YR2／2）  

（10YR2／3）  

（10YR2／2）  

（10YR2／3）  

（10YR2／3）  

（10YR2／2）  

（10YR2／3）  

（10YR2／2）  

黒色砂質土をブロック」出二少量含む。締まりやや強く、粘性やや弓師、。  

焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
焼土・井褐色砂質土を少量含む。締まりやや強く、帖性やゃ弱い。  
黄褐色砂賓土・炭化物を少量含む。締まりやゃ弱く、粘性やや強い。  
軽石を少量含む粘質土。締まりやや強く、粘性やや強い。  
焼土・炭化物を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
黄褐色砂質土をブロック状にやや多く含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
軽石を少量含む。締まりやや弱く、粘性やや潤い。  

H－4号住居跡床下土坑I SPE  
l暗褐色土（10YR3／4） 灰黄褐色粘質ブロックを少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／d） 焼土拉をやゃ多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 暗褐色土（10YR3／4） 黄褐色土を少量含む。締まりヤや弱く、粘性弱い。  
4 にぷい推褐色土（10YR4／3） 軽石を少量含む。締まりやゃ弱く、粘性弱い。  
H－4号住居跡床下土坑2 SPF                  l 暗褐色土（10YR3／4） 含有 

物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／4） 焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 暗褐色土（10YR3／4） 黄褐色土をヤや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い。   

Fig．141区H－3号住居跡竃・H－4号住居跡  
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1区H－4竃  

1：30  1m  

H－4号住居跡寵 SPC・SPD  
l暗褐色土（10YR3／d） 灰苅褐色粘質ブロックを少量含む，締まりやや強く、粘性弱い。  
里 暗褐色土（10YR3／4） 焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
き．暗褐色土（10YIミ3／4） 軽石を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
疇 暗褐色土（10YR3／4） 焼土拉をやゃ多く含む。締まりやや弱く、糾性弱い。  
8 黒嶋色土（10YR2／3） 焼土粒を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。 屯 
．暗褐色土（10YR3／4） 壌土粒をやや多く含む。締まり弱く、粘性弱い。  
丁■ 暗褐色土（10YR3／4） 最褐色砂賞ブロックを少量含む。締まりやゃ強く、粘性やや弱い。  
鳥 某褐色土（10YR2／2） 地山ニヒ。締まり弱く、粘性弱い。  
甘．黒爬他土（10YR2／2） 焼二L粒をやや多く含む。締まり弱く、粘性弱いゥ  
10 褐色土 （7．5YR4／3）黄褐色砂質ブロックを少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

1区H－5  

H－5号住居跡 SPA・B  
l黒褐色土（10YR2／3）  
粥褐色砂質土を少景含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3）  
焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱いっ  
3 暗褐也土（10YR3ノ3）  
輿褐也砂質土をやや多く含む。締まりやや強く、粘性やや強い。  

4 ¶色土 （10YR2／1）   
軽石を少量含む、柵質土。締まり強く、粘性強い。  

5 暗褐色ニー（10YR3／一3）   

非蝿色砂質土を少最含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
6 暗褐色土（10YR3／3）  
軽石を少産含む。締まり弱く、粘性弱い。   

160  2m  

Ul責  
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」  JL  
L＝92．00m  

H－5号住居跡鶴 SPC・D  

l暗褐色土（10YR3／4）   
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

2 暗褐色土（10YR3／4）   

焼土粒をヤや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 黒褐色土（10YR2／2）  
焼土粒を少見合む、灰層。締まり弼く、粘性弱い。  
4 黒褐色土（10YR3／2）  
地仙土。締まり弱く、粘性弱い。  

5 暗褐色土（10YR3／3）   
黄褐色砂質土をブロック状に少量含む。締まりやや弱く．粘性弱い。  0  1：30   

Fig．151区H－4号住居跡竃・H－5号住居跡  
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H－6号住居跡 SPA・B  
l 暗褐色土（10YR3／3）   黄褐色粘質土を少量含 

む。   
締まりやや強く、粘性弱いっ  

2 黒褐色土（10YR3／2）   

黒色土を少量含む。締まり強く、粘性弱い。  
3 黒褐邑土（10YR3／2）  
2層と同質だが、含有物少ない。   

締まり強く、粘性弱い。  

0  1：60  

云1b  

舜  
H－6号住居跡寵 SPC・D  
l 暗褐色土（10YR3／3）   
焼土粒をやや多く含む。締まりやや剥く、粘牲男恥、。  
2 暗褐色土（10YR3／3）  
箪褐色土をブロック状に少量含む。締まり弱く、粘性やや弱い。  

3 黒褐色土（10YR3／2）  
炭化物・焼土粒ヤヤ多く含む、灰屑。締まり弱く、粘性弱い。  

4 暗褐色土（10YR3／3）  
焼土粒を少量含むゥ締まりやや弱く、粘性開い。  

fl l：30  11】1  

D  
L＝92（氾m  

景泣＃障松上几 

＼I－r－1■√八 洞  

、、い、．．ヾ W・いⅢ≠謳≠厭．．．．N．．．陪躊杜松松   ヽI■．   1 －  －－－■．■  
ユ 8 5  

二＿＿＿・」三  

0  1：30  1m  

H7号住居跡篭 SPC・D  
l暗褐色土（10YR3／4） 篭崩落土。締まりやや強く、粘性強い。  
2 環褐色土（10YR3／2） 焼上粒を少量含む。締まりやゃ強く．粘性やゃ強い。  
二l暗褐色土（10YR3／4） 軽石を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
」】暗褐色土（10YR3／4） 焼土粒をやゃ多く含む、粘貿土。締まりやや強く、粘性やや強い。  
エ 黒色土 （10YR2／1） 炭化物を少長含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
Ii灰哉褐色土（10YR4／2）含有物少なく、肌理の制lかい唇。締まり弱く、粘性弼い。  
7 灰姫褐色土（10YR4／2）竃崩落土。締まりやや強く、粘性強い。  
S 黒褐色土（10YR2／2） 炭化物を少量含む、灰層。締まりやや弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

H－7号住居跡 SPA・日  

1黒褐色土（10YR2／3） 焼土粒をやや多く含む。締まりやゃ強く、粘性やや弱い。  り 暗褐色土（10YR3／3）黄褐色土を少屋含む、竃掘り方。締まりやゃ弱く、粘性弱い  

Fig．161区H－6・7号住居跡  
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1区H－8・12  

H－8・12号住居跡 SPA・B  

l 暗褐色土（10YR3／4）   

備・塊1：牧童≠甜む。 2，施設紺－、   
黄褐色砂質土を少量含む。  
締まりやや強く、粘性やや強い。（H【12狸土）  

0  1：60  2m  

H－8号住居跡麗 SPC・D  
l 暗褐色土（10YR3／4）   

焼土粒を少丑含む。締まりやゃ弱く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／4）  
焼土粒・灰を少i含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  

3 灰黄褐色土（10YR4／2）  
燥土拉を少量含む、粘貿土。締まりやや強く、粘性やや強い、  

1 暗褐色土（10YR3′4）  焼土粒・炭化物を少量含 

む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
S 黒褐色土（10YR2／3）   
軽石・炭化物を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
6J天黄褐色土（10YR4／2）  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まり石弓く、粘性弱い。  

7 某褐色土（10YR2／2）  
炭化物を少量含む、灰層。締まりやや弱く、粘性弱い。  

貞 暗褐色土（10Y尺3／4）  
黄褐色砂質土を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  

0  1：30  1m  
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1区H－9・13  

Hr9号住居跡 SPA・B  
l 暗褐色土（10YR3／4）  
焼土粒を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／4）  
軽石■焼土粒をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性やや弱い。  
3 黒褐色土（10YR2／3）  
黄褐色土・焼土粒を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
4 暗褐色土（10YR3／4）  
軽石せ少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
5 黒褐色土（10YR2／2）  
焼土粒を極少量含む。締まりヤや弱く、粘性やや弱い。  
6 暗褐色土（10YR3／4）  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

Fig．171区H－8・9・12・13号住居跡  
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1区H－13竃  bl  U   
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H■13号住居跡寵 SPC・D  
l 唱褐也土（10YR3／4）  
焼土粒を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  

2 嗜褐色土（10YR3／4）   

焼土鞋・炭化物をやや多く含む、灰屑。締まり弱く．粘性弱い。  
3 まl与褐色土（10YR2／2）   

哉褐色土を71コック状に少量含む。締まりやや強く．粘性弱い。（H－9領土）  

H－9  

uほ  

⊆」  墨  
-1 

n  l：30  

H－10号住居跡 SPA・B  
l暗褐色土（10YR3／3） 軽石をやや多く含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含む。締まりやや弱く．粘性やや痛い。  
3 黒褐色土（10YR2／3） 褐色土をブロック状に少量含む。粁まりやや弱く、粘性弱い。  
4 暗褐色土（10YR3／3） 諏褐色土をブロック状に少佐含む。締まりやや強く、剛性やや弱い。  
5 果褐也土（10YR2／2） 黄褐色土をブロック状に少景含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
6 暗褐色土（10YR3／3） 焼土柱を少量含む。締まりやや弱く、粘性ヤや弱い。  
7 暗褐色土（10YR3／3） 革褐色土をブロック状に少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  
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E’ H－10号住居跡 SPE  
l 暗褐色土（10YR3／4）  
焼土粒を少産含む。  

締まりやや強く、粘性弱い。  
暗褐色土（10YR3／d）  
輩褐色土をブロック状に少風合む。  

締まりやや弱く、粘性やや強い。  
3 暗褐色土（10YR3／4）  
黄褐色土をブロック状に多く含む、  

地山風化土。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

H－10号住居跡寵 SPC・D  
l 暗褐色土（10YR3／4）  

軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／4）  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  

3 黒褐色土（10Y尺2／3）   
焼土拉を少量含む。締まり弱く、粘性やや弱い。  

4 黒褐色土（10YR2／3）   
焼土粒を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  

5 暗褐色土（10Y尺3／4）   

焼土粒を多く含む。締まり弱く、粘性やゃ弱い。  
6 黒褐色土（10YR2／3）  

暗褐色土ブロック状に少量含む。締まり弱く、粘性やゃ弱い。  
7 黒褐色土（10YR2／3）  
地山土。締まり弱く、粘性ヤや弱い。  

uほ  
Il－  ジ  

Il  ．こ  

n  l：30  1nl  

Fig．18 1区H13号住居跡竃・H－10号住居跡  
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0  1：60  2，m  

H11号住居跡萄 SPC・D  
l暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒をブロック状に多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3） 白色粒・焼土拉を少屋含む。締まり弱く、粘性弱い。  
3 褐色土 （乙5YR4／3）焼⊥粒を中心とする屑。締まりやや強く、称仕弱い。  
4 褐色⊥ （10YR4／4） 白色粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
5 褐色土 几5YR4／3）焼土粒■を中心とする層。締まりやや強く、粘性弱い。  
6 暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒をブロック状に含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
7 暗褐色土りOYR3／4） 他山層。締まりやや強く、粘性弱い。  

H－11号住居跡 SPA・B  
l 暗褐色土（10Y】ミ3／3）白也粒、焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

中  
1：罰  1m   

H14号住居跡滞 SPC・D  
l暗褐色土（10YR3／3） 白色拉をやゃ多く含む。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
2 褐色土 （7．5YR4／3）娩土粒を中心とする層。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
3 にぷい輩褐色土 （7．5YR4／3）焼土粒をヤや多く層。締まり弱く、粘性弱い。  
4 リ．し褐邑土 （10YR3／2） 焼土粒・炭化物を少量含む。締まり凋く、粘性弱い。 5 暗褐色土（10YR3／3） 天井崩落土と思われる焼土粒を少量含む 

。締まりやゃ弱く、粘性弱い。  
6 黒褐色土（10YR2／2） 炭化物を少量含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
7 褐色土 （75YR4／3）焼土粒を■トL、とする層。締まりやや強く、粘性弱い。  
8鷲褐巨土（10Y】モ2／2） 炭化物を少量含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
9 黒褐色土（10YIモ2／2） 8層と同質だが、やゃ黒みが強い。締まり弱く、粘性弱い。  
10 悔色土 （7．5YR4／3）天井崩落土を中心とする層。締まりやや強く、粘性掛－。  
11明褐色土（7．5YR5／6）竃袖構築土、粘土層。締まり強く、粘性強い。  
12 暗褐色土（10YR3／4） 他山屑。締まりヤや強く、粘性弱い。  

H．－14号住居跡 SPA・B  
l．暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
蒙－ さ．1≒褐色土（10YR3／2） 白色粒・炭化物を少呈含む。締まり強く、粘性弱い。  
阜・黒褐色土（10YR3／2） 2層と同質だが、白色拉がやや多い。締まり強く、粘性弱い。  
4．暗褐色土（10YR3／3） 炭化物を少量含む。締まりやや強く、粘性開い。  
こ5・暗褐色土（10YR3／3） W1躍土で、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性弱い。  

Fig．191区H－11・14号住居跡  
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1区H－15  

E  ‥ 
L二9200m   

一ニギ  

H－15号住居跡 SPE  
l黒褐色土（101′R3／2）  

炭化物をやや多く含む。   
締まりやや弱く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3）  
焼土粒を少量含む。   
締まりやや強く、粘性購い。  

1：60  2m  

H－15号住居跡 SPA・B  
l撹乱土屑  6 褐色土 （75Y尺4／6）焼土粒を小心とする層。締まり弱く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少適合む。締まりやや弧く、枯性弱い。  71l．〔褐色土（10YR3／2） 炭化物をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
3リヱ褐也土（10YR3／2） 白色粒を少量含む。締まり強く、粘性抑－。  8 プ一．し褐仏土（10YR3／2） 7層とl司賃で炭化物をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
4 暗褐也土（10YR3／3） 炭化物。・白色粒を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。 9 暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。  
5 汀L褐色土（10YR3／2） 炭化物をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性粥い。  10．■上ゝ褐色土（10Y】く3／2） 焼失した柱材等の炭化物を主とする屈。締ま町やや如く、粘性弱い。  

＼
 
j
＼
、
十
∴
l
、
㌧
 
 

H－15号住居跡寵 SPC・D  

l 暗褐色土（10YR3／4）   
焼土粒を少見合む。締まF）やや強く、粘性弱い。  

2 暗褐色⊥（10YR3／d）   

焼土粒をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い⊃  
3 灰典褐色土（10YR4／2）   
焼土粒・炭化物を多く含む、灰軋締まり弱く、粘性弱い。  

4 暗楓伸．十 rlnYR3／4）   
恍上程・炭化物をやや多〈含む。締まり弱く、粘性弱い。  

5 暗褐色土（10Y尺3／4）   

帖質土。締まり強く、鮎性強い。  
6 惜褐色土（10YR3／3）   

灰・焼土を少最含む。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
7 暗褐色土（10YR3／4）  

軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性溺い。  
8！よ■▲褐也土（10Yfと2／3）   

軽石・灰塵褐色土を少量含む。締まりやや強〈、粘性弱い。  
9 暗褐色士（10YR3／4）   
暗褐色土をブロック状に少量含む。締まl）やゃ強く、粘性弱い。   

D  
L＝9200m  

Fig．201区H－15号住居跡  

ー27－  



ぎ  
1・三．・  

中  160  

H16号住居跡罷 SPC・D  
l暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含むっ締まりやや強く、粘性弱い。  

H－16号住居跡 SPA・B  
l黒褐色土（10YR3／2） 白色拉をやや多く含む。締まりやや石弓く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3） 白』粘質土を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。  焼土粒をやや多く含む。締まり弱〈、粘性弼い。  

焼土拉・炭化物を多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
炭化物・灰を多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
粘質土による奄袖構築土層。締まり強く、粘性強いっ  
灰▲焼土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
灰を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

2 褐色土 （10YR4／d）  
3 褐色土 （75YR4／3）  
4 黒褐色土（10YR2／2）  
5 暗褐色土（10YR3／4）  
6 暗褐色土（10YR3／3）  
7 暗褐色土（10YR3／4）  

し・l  

1区H－17  

く  

』
 

【
 
 

0  1：60  2m  
1m  

H－17号住居跡 SPA・B  
l暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含む。締まり撒く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3） 白色粒・枯質小土塊を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 褐色土 （10YR4／3） 壌土粒・炭化物を多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
4 黒褐色土（10YIモ2／2） 灰黄褐色粘質土をまばらに含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
5 暗褐色土（10YR3／4） 尉ヒ物をやや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
H－17号住居跡籠 SPC・D  
l暗褐色土（10YR3／3） 白色粒をやや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 にぷい黄褐色土 （10YR7／3）竜構築土の崩落土層。締まり強く．粘性強い。  
3 暗褐色土（10YR3／3） 炭化物を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
4 黒褐色土 （10YR3／2）煉土粒・炭化物を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。   

灰策褐色粘質土を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  
焼土粒を少量含む、灰層。締まり服く、粘性弱い。  
炭化物・灰を多く層。締まりやや弱く、粘性弱い。  
炭化物を少量含む、灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
炭化物・灰を多く層。締まりやや弱く、粘性弱い。  
天井崩落土を中心とする層。締まりヤや強く、粘性弱い。  
嬢道都先端構築土か、粘土層。締まり強く、粘性強い。  
地山層。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
地山届。締まりやや強く、粘性弱い。  
地山層。締まりヤや強く、粘性弱い。   

5 訊褐色土  
6 黒褐色土  
7 黒褐色土  
8 黒褐色土  
9 累褐色土  
10 褐色土  
11明褐色土  
12 暗褐色土  
13 暗褐色土  
1月 黄褐色土  

（10YR3／2）  

（10YR2／2）  

（10YR2／2）  

（10YR2／2）  

（10YR2／2）  

（75YR4／3）  
（75YR5／6）  
（10YR3／4）  

（10YIミ3／4）  

（10YR5′6）  

Fig．211区H－16・17号住居跡  
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1区H－18  

H18号住居跡 SPA・B  
l 暗褐色土（10YR3／3）   
白色粒をやや多く含む。締まりやや強く、粘性弱いゥ  

2 暗褐色土（10YR3／3）   
焼土粒を極少量含む。締まりやや強く、粘性弱いっ  

3 暗褐色土（10YR3／3）   
灰黄褐色粘質土をフロック粕二含む。締まり強く、粘性ヤや撒い。  

4 ガ．与褐色土（10YIく3／2）   
放化物‥焼土を少量含むっ締まり弱く、粘性弱い。  

5 暗褐色土（10YR3／3）   

白色粒をヤや多く含む。締まりやや強く、枯性弱い。  
6 黒褐色土（10YR2／2）  
にぷい此褐色砂安土を少見合む。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

C: 

＋  

噛褐也土（10YR3／3）  

白色拉をやや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
にぷい黄褐色土 （10YR7／3）  

竃構築士の崩落土層。締まり強く、粘性撒い。  
暦褐色土（10Y尺3／3）  

炭化物を少荻含む。締まりやや弼〈、粘性弱いっ  
丹．㌧褐色土 （10Y】モ3／2）  

焼土粒▲炭化物を少量含む。締まり弱く、糾性弱いっ  
黒褐色土（10YR3／2）  

H
1
 
 
2
 
 
3
 
 
■
 
一
汁
 
 

闇
闇
瀾
刷
脳
頗
 
 

炭化物・灰を多く含む、灰層。締まりヤヤ弱く、粘性弱い。  
6 黒褐色土（10YR2／2）  
壌土拉を少量含む、灰笥。締まり覗く、粘性弱い。  

7 黒褐色土（10YR2／2）   
炭化物・灰を多く屑。締まりやや弱く、粘性粥い。  

8．■け陶色土（10YR2／2）  
恍化物を少量含む、灰層。締まり弱く、粘性購い。  

9 褐色土 （75YR4／3）   
竜構築二Lかっ袖石の補強に思われるり締まりやや強く、粘性強いっ  

10 褐色土 （75YR4／3）   
天井崩落土を中心とする層。締まりやや強く、粘性弱いゥ  

11明褐色土（75YR5／6）  
煙道部先端構築土か、柚ニヒ層コ締まり強く、粘性強い。  

＝r  
』二   

」＿し  

l  

J   

丁で ヽ ・  

暗褐色土（10YR3／り）  

地山層。締まりやや強く、粘性弱い。  
暗褐色土（10YR3／4）  

他山闇。締まりやや強く、粘性弱い。  
弗褐色土（10YR5／6）  
地山層。締まりやや強く、粘性弱い。  
暗褐色土（10YR3／4）  

地山層。締まりやや強く、粘性弱い。  

∈
○
の
T
の
＝
J
 
 

■
．
 
 

q
 
 

【1  1：30  1m   

Fig．221区H－18号住居跡  
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1区H－19  

H－19号住居跡 SPA・日  

1 暗褐色土（10Ytく3／3）  
白色粒を少量含む。締まり強く、粘性弱い。  

2 暗褐色土（10YR3／3）  

● 
′′ ／   ．・－・・二 

‥  炭化物をやや多く含む。締まりやや弱く、粘仕弱いリ  
4 暗褐色土（10YR3／3）   
炭化物・焼土粒を少量含む。締まりやゃ強く、粘性弱い。  

5 明褐色土（75YR3／4）   
焼土粒を中心とする層で、間に薪褐色土を含む。   
締まり弱く、粘性弱い。  

6 暗褐色土（10YR3／3）   

灰席褐色粘質土を極少呈含む。締まり強く、粘性弱い。  

（】  1：60  2m  

W11  W2  W12   

0  1：60  2m   

W－2・11・12号溝 SPA  
l 暗褐色土 （10YR3／4）  
生 暗褐色土（10YR3／3）  
計 黒褐色土 （10YR3／2）  
一 業褐色土（10YR3／2）  
島 崎褐色土 （10YIく3／4）  
8 黒褐色土 （10YR3／2）  

軽石を少量含む。締まり強く、粘性弱い。（W－2環土）  
．リ．皇褐色抄質土を多く含む。締まりやや強く、粘性やゃ強い。（W11覆土）  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや強い。（W【11覆土） 含有物が少なく 

、肌理の細かい層。締まりヤや強く、粘性やや弱い。（W－11程土）  
輩褐色粘質土・■軽石を少量含む。締まりやゃ弱く、粘性やや弱い。（W－12覆土）  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性ヤや強い。（W12覆土）  

丁 暗褐色土 （10YR3／3） 黄褐色砂質土を少量含む。締まりやや強く、粘性やや強い。（W－12顆土）  
亭 黒褐色土（10YR3／2） 褐色砂質土をブロック状に少量含む。締まりやや強く、粘性やや強い。（W12亨賀土）  

Fig．231区H－19号住居跡・W－1・2号溝  
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0  1：60   2m  

W－3号溝 SPA  
l 伏英褐座土（10YR′レ2）  
2．瀾仏土 りOYIモ3／2）  
3 暗褐色1 （】OYR3／4）  
」陪観巨二l二 （10YR3／3）  

5 H褐色⊥ （10YR3／2） W3 
・10号清 SPB  

】 伏賞褐色土（10Y】モd／2）  
2 黒褐色土 （10YR3／2）  

W8・9号講 SPJ  
l伏爪掲色土（10YRl／2） 含有物少なく、川L理の制lかい甲。  
締まりやや強く、枯性やや強い。（㌧V8う‘産土）  
2 暗視色土 （10YR3／3） 丑褐色舶ぷl：を極少遣含む。  
締まりやや強く、粘性やや強い。（W－8覆卜）  

3暦褐』十 （LOYR3′4） 軽石を少罪含む。締まりやや強く、粘性やや頻い。（＼＼r9乱十） ぺ⊥ 10YR／ ブロ 
憶褐色 （33） 出場色粘質土をック〃汀多く含む。  
締まりやや強く、拙作ヤや矧い。（W9捜土）  
5 暗褐色土 （10YR3／小  4屑と同‡てだが、含有物がヤや少ない。  
締まりヤや強く、粘性やや撒い。（W9頂上）  
W－11号清 SPK  
l灰凡陽色1（10YR4／2） 含有物少なく、肌理の粗かい層。締まりヤや痛く、机性やゃ糾、。  

2 腑絶＝r・．十 一拍YTミ3／4） 輯ホを杯少㍍含む。甜成りキ隼痛く，精粋やや怖い「  
3 ‖庁褐色L （10YR3′′3） 軽石を少」■し含む。締まりヤヤ強く、粘性†1て－き机、。  
1 ‖こ‡褐色土 （10Ylそ3／3） 黄槻』瑞賢土を少ぷ含む。締まりややユj弓く、粘性ややヲ如、。  
5 ㌍褐色土 （10YR2／3） 昭褐色tをブロック岨二含む。締まり弱く、粘†生弱い。  
W－12号溝 SPK  
l反英栂色土（101′R4／2） 含有物少なく、川L理の細かい甲。締まりヤや拙く、粘性やや強い。  
2 噌褐』土 （10YR3／4） 荊褐色拙貴上を睦少址含む。締まりやや強く、粘性やゃ強い。  
3 暗褐色土 （10YR3／4） 軽れを少量含む。締まl）やや強く、粘作やや瑚廿・。  
4 暗褐色二l二 （LOYR3／3） 溝褐色粘唐土・饉石を少‡た含むっ締まり如く、粘†ご巨やや加－。  
5 ㍗褐色土（10YR2／3） 含有物少なく、肌理の細かい闇。締まりやゃ弧く、砧件やゃづ狛－。  
6．℃褐色上 （10YR2／3） 昭褐色土をブロック岨二含む、地‥」風化土屑。  
締まりヤや強く、糾仕ヤや強い。  
W4・14号溝 SPL  

l灰賞陽色L（10Y」ミ4／2） 含有物少なく、肌理の細かい層。  

締まりやや強く、靴代やや撒い。（W4撒⊥）  
2 暗褐色土 （10YR3／4） 几褐色枯質土を極少ユ含む。  
締まりやや強く、粘性やや強い。（W4写生土）  
3 暗褐』土 （10YR3／4） 軽れを少量含む。締まりやゃ強く、拙性ヤヤ低い。（1V4咋土）  
4 灰英掲色土（10YR4／2） 含有物少なく、肌理の細かい層。  
締まりやや強く、枯性やや強い。（W4覆士）  
5 順梱包土 （】OYR3／4） 褐色砂宮守土をブロック状に含む。  
締まリヤや強く、粘性弱い。（W－4碓⊥）  
6 昭二褐色卜 （10YR3／3） 軽石を少朴含む。締まl）やゃ強く、粘性やゃ強い。（W4覆十）  
7．T褐邑⊥ （10YLモ2／3） 軽石をやや多く含む。締まりやゃ強く、粘性軌、。（W㌧11昭二り  
8 ノ」■．褐色」二 （10YR2／2） 焼土粒を少昇含む。締まりやや強く、粘性やや強い。（W14軍産」二）  
9 暗褐』上 （10Y」く3／d） 黄褐』砂門土を少昇含む。  
締まりやや強く、粘性ヤヤ働い。（1V14浬土）  
W－5号講 SPM  
l灰黄掲也土（1017R4／2） 含有物少なく、肌理の細かい研。締まりヤや卦〈、榊性ヤや強い． 2 暗褐』土 （10YR3／3） 黄褐色抄質十を少量含む 

。締まl）やや強く、粘性弱い。  
3．■n褐色土 （】OYR3／2） 褐色砂質⊥・軽石を少呈含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  

含有物少なく、肌理の細かい屑。締まりやや曲く、粘性ややゾ如、。 軽石を少見合む。締ま小満く、拙作弱い。  
前掲色仙質十を少罠含む。締まりやや撒く、拙悼溺い。  
含イ丁物が少なく、肌址の細かい層。締まりやや弱く、軌性ヤヤ弱い。 」二をむ 
甘褐色粘質極少立合。締ま車やや弼く、枯性やや強い。   

含有物少なく、肌理の細かい．bヨ。締まりヤギ瑚！く、粘性やや強い。  
J■湖植㈲蘭土を極少Jlて含む。締まりやゃ拙く、相性Ijれ、。  

3 にぷい賞褐也土 （10YR4／3） 哨褐也ニヒを少定含み、肌坪の租い呵。締まりヤや如jく∴粘性やや強いっ  
W－4号溝 SPC  

l灰苅褐色十（10yfミ4／2）  
2 暗禍邑二L （10YR3／3）  
3 ニ黒褐色」二 （10Y【乙3／2）  
W5号蒲 SPD  
l ノ火J11褐色土（10Yl11／2）  
2 111褐仏土 （10YR3／2）  
3 憶褐色土 （10YR3／3）  
W－6号溝 SPE  

l臆褐』士 （10Y尺3／3）  
21「；褐色十 （10Yfく3／2）  
3 暗褐色⊥ （10YR3／3）  
4 暗褐色」二 （10YR3／3）  
W4・8号溝 SPF  
llJ三ご†掴馳⊥（10Y【H／2）  
2 唱褐色土 （10Yfそ3／3）  

3．■l■．†特色l，（10YIミ3／2）   
－－  、  

W－131ご巧 SPG  
l ㌣‖・■r‾二卜 りOYlく3／4）  

21暗開』土 （10YR3／3）  
3．丁≡■＼「たl＿ （10YR3／2）  
W7・4号溝 SPH  

¶汗褐色⊥ （10YR3／3）  

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや熱く、拙性やゃ強い。  
軽石を柿少鼠含む。締まりやや側－く、粘性儲い。  
軽石を少ぷ含む。締まりやや強く．粘性やや掛ノ、．   

含有物少なく、肌理の捌かい詔。締まりやや強く、粘性やや強い。  
軒石を極少立合む。締まりややり爪く、糾性弱い。  
几褐』桝田土を少■J含む。締まりやゃ強く、拙性やゃ抽い。   

軽石を少晶含む。締まりやや強く、拙作弱い。  
甘褐色粘質」を也少立合む。締まりやや挽く、札作弱い。  
含有物が少なく、肌理の細かい懸。締まりやや弱く、拙作ヤヤ強い。  
几褐色土を少局含む。銅まりヤや強く、粘性弓亘jい。   

含端物少なく、肌判！の粗かい層。締ま車やや強く、仏性やや強い。  
軽石を極少「「：含む。締まりやゃ弓占！く、粘性弱い∩  
軽石を少追含む。締まりやゃ強く、粘性やゃ強い。  
含有物が少なく、肌理の訓かい同。締まりギザ焼く、粘性やや強い。  
凡褐色砂賀士を少ゴ■し含む。締まりやや弱く、Ⅰ’．1．性ヤや跡い。   

暗褐色砂質十をプロソク岨二含む。締まりヤや強く、粘性償い。  
灰乱視色和賀土を多く含む。締まりややり翁く、朴性やゃ弓如、。  
軽れを少ム；含む。締まりやや強く、粘性やゃ強い。   

軽石を極を少量含む。印まりやや強く、粘性弱い。  
1晒褐色土 （10YR3／3） 黄褐也土・軽れ少量を含む。締まりやや強く、粘性ヤや強い。  
2 ∃．l＿■■褐色土 （10YR3／2） 迅鳩也土を少茸含む。締まりやや対く、粘性弓亘jい。 3 にぷい几褐色⊥ （10yR4／3） 含有物が少なく 

、肌理の細かい僅。地Il風化土か。  

締まりやや弱く、札性やゃ強い。  
41l．．褐色土 （】OYR3／2） 軽石‥材亡土粒を少六1含む。締まりやや弱く、粘性購い。  
5．リ．瀾色土 （10YR3／2） 典褐色二lニー焼土拉を少量含む。締まりやや強く、榊仕購い。  
6 惜褐色土 （10YR3ノ3）Jl褐色二卜をやや多く含む。締まりやや描く、粘性弱い。  
W7・9号清 SP1  
1暗褐色二l二 （LOYR3／4） 暗褐色砂質上を7Jロック状に少ムて．含む。   ま 
締りヤや強く、桝性梨h㌧（Ⅵ「－7軍症土）  
2 暗褐色⊥ （10Y尺3／3） 軽石を少」」t含む。締まりやや！ほく、粘性弓如、。（W－7花⊥）  
：勺 黒褐也土 （10YIそ3／2） 択石を少是含む。締まりやや偵く、粘性やゃ強い。（W－7裡⊥）  
l旧褐色土 （101rR3／3） 軽石を少量含む。締まりやや弱く、札性弱い。（1V9浬土）  
1．ーハ褐也土 （1017R2／3） 甘掲邑砂質十・軽石を少品含む。  
締まりヤヤ強く、粘性やや強い。（W9子痘十）  

Fig．241区W－3～14号溝  
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1区D－2  1区D－1  1区l－1  

： ・＞・・、∴ノ／  
l1号井戸 SPA  
l暗褐色土 （10YR3／3） 鶉褐色砂質土・軽石を少呆含む。締まりやや強く、粘性やや強い。  
2 暗褐色土 （10YR3／3） 軽石を極を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 黒褐色土 （10YR3／2） 黒色砂質土・軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  

1区D－6  1区D－5  1区D－4  

且  ▲△＿  

1区D－10  1区D－9   

D7号土坑 SPA  
l暗褐色土 （10YR3／3） 黄褐色土をブロック状にやや多く含む。  

締まりやや強く、粘性やや強い。  

D－1号土坑 SPA  

l灰黄褐色土（10YR4／2）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  
3 黒褐色土 （10YR3／2）  
DL2号土坑 SPA  
l灰黄褐色土（10YR4／2）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  

3 黒褐色土 （10YR3ノ2）  
4 暗褐色土 （10YR3／3）  
D－4号土坑 SPA  
l 灰黄褐色土（10YR4／2）  
2 黒褐色土 （10YR3／2）  
3 黄褐色土 （10YR5／6）  

含有物少なく、肌理の紳かい屑。締まりやや強く、粘性やや強い。  
軽石を極少量含む。締まりヤヤ強く、粘性弱い。  
褐色砂質土 軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。   

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性やや強い。  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
軽石を少量含む。締まりヤや強く、粘性やや弱い。  
黄褐色砂質土を少i含む。締まりやや弱く、粘性弱い。   

含有物少なく、肌理の細かい屠。締まりヤヤ強く、粘性やや強い。  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性ヤや弱い。  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや弱く、粘性弱い。   

軽石を少量含む。締まりやゃ強く、粘性やや強い。  
推褐色土 軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
黄褐色土をブロック状にやや多く含む。締まりやや弱く、粘性弱い。   

黄褐色土・軽石を少風合む。締まりやや強く、粘性やゃ強い。  
黒褐色土・軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
黄褐色土を少量含む。締まり強く、粘性弱い。  

D－8号土坑  
1 暗褐色土  
2 黒褐色土  
D－9号土坑  

1 暗褐色土  
2 黒褐色土  
3 黒褐色土  

SPA  
（10YR3／3）  

（10YR3／2）  

SPA  
（10YR3／4）  

（10YR3／2）  
（10YR2／3）  

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、枯性弱い。  
軽石を少量含む。締まりヤヤ強く、粘性やや弱い。   

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや弱く、粘性弱い  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性ヤヤ弱い。  
黄褐色砂貨土を少見合む。締まりやや弱く、粘性開い。   

哉褐色砂質土・軽石を少量含む。締まり弱く、粘性やや強い。  
含有物少なく、肌理の細かい届。締まりヤや強く、粘性弱い。  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性ヤや弱い。  
黄褐色砂賓土を少量含む。締まりヤヤ弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

D－10号土坑 SPB  
l 暗褐色土 （10YR3／4）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  
3 黒褐色土 （10YR3／2）  
4 暗褐色土 （10YR3／3）  

D－5号土坑  
1 暗褐色土  
2 黒褐色土  
3 暗褐色土  
D－6号土坑  

1 暗褐色土  
2 黒褐色土  
3 黒褐色土  

SPA  
（10YR3／3）  

（10YR3／2）  

（10YR3／4）  

SPA  
（10YR3／3）  

（10YR3／2）  

（10YR2／3）  

Fig．251区Ⅰ－1号井戸、D－1・2・4～10号土坑  
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P40～43号ピット SPA  
l暗褐色L二 （10Y】ミ3／4）  
2Jl■．褐色⊥ （10＼7尺3／2）  
3 惜褐邑⊥ （10Y尺3／4）  
P－44～47号ピット SPA  
l 明哉褐仏土（10Ylモ6／6）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  
3 明跳禍赴J（10YR6／6）  

Pl～5号ピット SPA  
l 町】J互褐色⊥（10YR6／6）  
2：．り．褐色⊥ （10YR3／2）  
3 暗褐色」二 （10YR3／3）  
4 僧褐色土 （10YR3／4）  
P－6～10号ピット SPA  
l胴苅褐色土（LOYR6／6）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  
3 黄栢仏土 （10YR5／8）  
4 明弘褐色土（10YR6／6）  
5 黒褐也十 （10YR2／3） 1l 
P～13号ピット SPA  
l明典褐色土（10Ylく6／6）  
2 呈葺褐色⊥ （10YR5／8）  
31甘弘掲せ土（10YR6／6）  
4T褐色土 ‖OYR2／3） P 
－14～17号ピット SPA  
l明賞褐色土（10Y尺6／6）  
2 別掲也土 （10YR5ノ6）  
3 集褐色」二 （10YR2／3）  
4 ㍑褐』十 （10YR2／3）  
P18～23号ピット SPA  
ll井川褐邑土（10YR6／6）  
2 革褐色土 （10YR5／8）  
3 明黄褐色土（10Y」そ6／6）  
4 汀l褐』土 （10Y」ミ2／3）  

5 暗褐』土 （10YR3／3）  
P－24－25号ピット SPA  
l暗褐色二卜 （10YR3／4）  
2「れ罪褐』二l二（10YR6／6）  
3 上．Ll褐色」 （10Ylミ3／2）  

4 暗褐色⊥ （LOYR3／4）  
5［リ1典褐』⊥（10YR6／6）  
6 さ．仁褐色土 （10YR3／2） P 
－26・27号ピット SPA  
l暦褐色土 （10Ylて3／4）  
2 嗜褐』土 （10Ylミ3／3）  

3 明朗褐色土（10YR6／6）  
4 暗褐』土 （10YR3／4）  
P－28・29号ピット SPA  
l暗褐色土 （10YR3／4）  
2 暗褐色十 （10YR3／3）  
3 ノ上．褐色l．（10YR3／2）  
4 晴褐色：l二 （10YR3／4）  
5 暗槻邑上 （10Y†ミ3／4）  

P30・31号ピット SPA  
l灰英褐』土（】OYR4／2）  
2 刀プ．褐色土 （10YR3／2）  
3 暗褐色土 （10YR3／4）  
4．JJ褐色土 （10YR3／2）  
5」しし褐色土 （LOY尺3／2） P 

－32～35号ピット SPA  
l 明上／ご掲也土（10Y尺6／6）  
21暗褐色土 （10Ylミ3／3）  

3 北橘色土 （10YR5／8）  
4「机／し褐色十．（10YR6／6）  
5 ⊥．し褐也土 （10YR3／2）  
P36・37号ピット SPA  
l q月逃場也二二（10YR6／6）  
2 崎褐』上 （10YR3／3）  
3 暗褐邑†二 （10YR3／3）  
P－38・39号ピット SPA  
l昭子均色」二 （10YR3／4）  
2 情褐色土 （10YR3／3）  
3 さ．∴褐色土 （10Y尺3／2）  

軽石をやや多く含む。締まりやや強く、粘性ヤや強い。  
軽石・几褐色劇瑠⊥を少品含む。締ま町弼く、軌件弱い。  
ハ褐色土を少見合む。締まりヤヤ強く、枯性やゃ強い。   

含有物少なく、肌理の細かい屑っ締まりやや強く、粘性やや摘し、。  
軽石を少組合む。締まりやゃ強く、粘性！j恥、。  
灰メ瀾邑砂賃土を少見合む。締まりやゃ強く、粘性やや強い。  

黒色砂貴土をブロック岨二少立合む。締まりヤヤ強く、粘性やや弓如、。  
軽石・射場色砂買上を少量含む。締まり訊く、粘性弱い。  
軽石■典褐色砂買上を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
訊褐也砂宕‡土を少量含む。締まF）やや強く∴糾性やや弱いっ   

黒』砂賢二Lをブロック状に少扇モ含む。締まりやゃ強く、粘性やや掛け  

軽石■黄褐色砂質土を少見含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
恍」∵粒を少；■し含む。締まりやや強く、和性弱い。  
コ」抱砂質土をブロック拙こ少量含む。締まりやや強く、朴作やや撤し、。  
醗石を少蓑含む。締まりやや強く、粘性弱い。   

Ji旭砂質土をプUツク状に少量含む。締まりヤや強く、粘性やゃ弘往、。  

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、拙†坐弼い。  
ユL也砂鑓⊥をフロツク状に少見合む。締まりやゃ強く、粘性やゃ撒い、  

軽石を少量含む。締まりやや強く、帖性！了恥、。   

黄』抄質⊥をブロック粕二少見合む。締まりやや強く、朴性やゃ強い。  
1層と同質だが、含有物が少ない。締まF）やや強く．拙性やや強い。  

苅褐色砂‡午土を少品含む。締まりやや強く、粘性捌、。  
州』砂畏土をブロック状にやや多く含む。締まりやや強く、粘性軌、。   

含有物少なく、肌理の細かいJゴ。締まりやや強く、粘性やや強い。  

褐也砂貿二を少ぷ含む。締まりやや撒く、鮎仕弱い。 粥褐色砂㌫⊥を少立合む。締まりやゃ弓j！く、満仲やや蜘■。  
軽石を少品含む。締まL）やや撒く、粘性購い。  
英褐色砂賢土をやや多く含む。締まりやや撒く、粘性力如－。   

灰八掲』抄質土を少立合むっ締まi）やゃ強く、枯性やや蝕し、。  
苅褐色砂質土・軽石を少抗含む。締まりやや強く、机性やや拭いっ  
折れを少ぷ含む。締まりやや強く、粘性副い〔  
灰苅褐』砂質二仁を少請合む。締まりヤや跡く、札恍やや掛、。  
苅褐色秒武士を少肯含む。締まりやゃ強く、半J■仕ヤやり如、。  
軽石を少且含む。締まりやや払く、粘性狙い。   

灰蓑褐』砂質⊥・壌土粒を少見合む。締まりやや強く、粘性やや強い。  
軽石を少是育む。締まりヤや強く、粘性やや撒い。  

典槻』砂；て土を少蓑含有㌧解まりやゃ強く、帖性やや強い。 伏椚潤色砂風土を少墟土合む。締まりやや鯖く、粘l生やヤ1如、。   
韓了丁を少諷含むご締ま「）やや強く、糾性ヤや強い。  
含有物少なく、肌別の細かい屑。締まF）やゃ強く、相性やや強い。  
軽れを少量含む。締まりやゃ弓j＝、払件やや強い。  
灰三互褐色砂宣て」・焼⊥粒を少競合む。締まりやや強く、拙作やや強い。  
軽ホを少韮含む。締まりやゃ強く、糾性ヤや強い。   

軽ホをやや多く含む。締まりやや雌〈、粘性ヤヤ強いっ  
軽石を少品含む。締まりやや識く、粘性やゃ強い。  
灰汁褐色妙節⊥・軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや強い。  
褐色砂質ト軽れを少是含む。締まりやや強く、粘性やや沸い。  
暗褐色砂賀上をやや多く含む。締まりやや強く、粘性やや強い。   

三．l．弛秒質⊥をブロック状に少γ声．含む∩締まりやや強く、糾件やや強い∩  

軽石・す瀾色砂門土を少見合む。締まりやや強く、粘性削、。  
軽石を少孔含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
≠⊥■．也砂質土をブロック状に少訂含む。締まりやや強く、酬性やや簸い。  

含有物少なく、肌理の細かい屑。締まりやや働く、粘性弱い。   

軒石を少岸二含む。締まりやや拙く、軸件やや強し、。  
軽石■川幅色炒質lを少ぶ含む。締まり弱く、粘性弱い。  

褐色砂崩土を少立合む。締まり弱く、粘性刺し、。   

軽れをやや多く含む。締まりやや強く、粘性やや漉い。  
軽石一黄褐色砂餌⊥を少抽含む。締まり百日く、朴性弱い。  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、帖性弱いっ  

4 さ「∴褐仏土 （10YR2／3） 軽石を少炭含む。締まり姑く、粘性弱い。  
5 異相』土 （10YR3／2） 軽石を少見合む。締まり強く、粘性弱い。 P 
p48～50号ピット SPA  
l明瑛褐色⊥（10YR6／6） 合冊勿少なく、肌理の細かい岡。締まりやや強く、拙作やや師、ゥ  
2 朋輩褐色土（101′R6／6） 典褐』砂ヱて十を少見合む。締まl）ヤや強く、軋性ヤや掛′、⊃  

軽石を少立と含む。締まりやや強〈、粘性やゃ強い。  
軽石を少量含む。締jり弱く、粘性剥い。  
Ⅳ褐色砂質⊥をプロノク状に少ぶ含む。締まり強く、粘性弱い。   

軽石を少品含む。締まりヤや強く、粘性やや強い。  
含有物少なく、川L理の細かい屑。締まりやや強く、朴性ヤヤヲ如、。  
苅褐』砂欝土をブロック岨二少量含む。締まり強く、枯性絹し、。   

黒褐色砂質土 軽石を少遥含む。締まりやや強く、柳生やや諭し－。  

含有物少なく、肌別の細かい層。締まりやや強く、粘性やゃ師－。  
北鳩』砂質：しをブロック状に少鼠含む。締まり撒く仁粘性購い。   

軽石を少量含む。締まりヤヤ強く、粘性やや掛、。  
軽石を少品含む。締まりやや強く、粘性やゃ掛、。  
J一瀾白砂質土を少立合む。締まり強く、机件弱い。   

折れをやや多く含む。締まりやゃ弓j！く、枯性やゃ強い。  
灰黄褐色砂三て十を少鼠含む。締まりやや強く、鞘性やや強い。  
含有物少なく、肌即の細かい軋締まり強く、村■性弱い〔   

チエ【．褐色秒㍗l二を少箭含む。締まりやや紬く、斗－Ll■件やや強い。  
几褐色砂f‡」をプロノク状に少見合む。  

（10YR3／3）  

（10YIて3／2）  

（10Y」そ3／2）   

SPA  
（10YR6／6）  

（10YR3／3）  

（10YR3／2）   

SPA  

3 暗褐色土  
4㌣褐色土  
5 汀．褐色土  
P－51号ピット  
1 明黄褐色士  
2 暗褐色土  
3 黒褐色十  
P52号ビット  
1町価褐邑⊥（10YR6／6）  
2 暗褐』⊥ （10YR3／3）  
3．T；褐色土 （10YR3／2）  
P－53号ピット SPA  

l†れ〝礪也土（10YLミ6／6）  
2 暗褐色土 （10YR3／3）  
3 ≡l褐』土 （10YR3／2）  
P54号ピット SPA  
l 明黄褐色土（10YR6／6）  
2 暗褐色」二 （10YR3／3）  
5 さ．■；褐』⊥ （10YR3／2）  
P－55号ピット SPA  
l肝炎褐色土（10YR6／6）  
2 嶋褐色土 （】OYlて3／3）  
締まりやや強く、粘性やや細い。  

軽石を少見合む。締まり強く、粘性弱い。   

軒右を少石弓含む。締まりヤや強く、粘性やや強い。  
李置石を少蒜含む。締まりやや強く、糾性ヤヤ掛、。   

醗石を少．㌻．ヒ含む、締まりやや強く、糾性やや強い。  
軽れを極少立合む。締まりヤや強く、粘性やや強し■。   

刀；褐』砂宴′f土 軽石を少符合む。締まり強く、剛性ヤや了如、っ   

褐色砂…′r土 畔石を少量含む。締まり強く、fl■性ヤや強い。   

軽石を少昆含む。締まりヤや強く、粘性やゃ強い。  
含有物少なく肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性ヤや強し■。  
軽石をやや多く含む。締まりやゃ強く、粘性ヤや強い。  
黄褐』妙質上をブロック状に少品含も。締まり強く、瑚性弱い。   

軽石をやゃ多く含む。締まりやや強く、糾性ヤや強い。  
軽石 メ⊥褐色砂質土を少品含む。締まり弱く、粘性弱い。  
含有物少なく、肌理の細かい同。締まりやや強く∴粘性弱い。   

炎色砂虻⊥をブロックl尉二少．不二含むい。  

3 暗褐色土 （10Ylそ3／3）  
P－56号ピット SPA  
l】れJl＝馴旦土（10YR6／6）  

（10YR3／3）   

SPA  
（10YR4／4）  

（10Ylく3／3）  

ツト SPA  

（10YR3／3）   

SPA  

（LOYR4／4）  

2 暗褐色土  
P57号ピット  

1 褐色土  
2 暗視』巨  
P58・59号ピ  
1 腰褐色上  
P－60号ピット  

1 槻色二卜  
P－6l～63号ピット SPA  

l灰苅掲邑土  
て 灰典褐色土  
ニュ 賞；褐』土   

」■；褐』土  

P－64号ピット  
1 暗褐色土  
：暗掲』土  
3 プIr／褐色土  

P－65号ピット  
1 粥褐仏土  

（10YR4／2）  

（】OY尺4／2）  

（10YR2／3）  

（10Y」ミ3／2）   

SPA  
（10YR3／4）  

（10YR3／3）  

（10YR3／2）   

SPA  
（10YR5／6）  

締まりやや煉く、粘性ヤや拙い。  
典褐』抄質土を少量含む。締まりヤヤ強く、粘性弱い。  
此邑砂貴土をブロック岨二やや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。   

含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性やゃ強い。  
軽石を少量含む。締まり強く、粘性弱い。  
軽石を少量含む。締まり強く、粘性弱い。   

2 日閥虐l （10YR2／3）  
3 さL．■褐色十 （10YR2／3）  
P66号ピット SPA  
l 明光褐色土（10YR6／6）  

2黒隔邑土 ＝椚R2／3）  
3 ㍊褐色土 （】01‘R2／3）  

4 にぷいメー褐色士 （10YR3／2） 含有物少なく、1JL理の細かい甲。締まりやや強く、粘性弱い。  

Fig．271区P－54～66号ピット  

－34一  



1区H－1  

∴
ト
ト
ヽ
 
 

H
山
．
〃
u
」
．
H
ハ
1
・
 
 

lI  l：4  10cm  

tニ3  1（加  

／  

0  1：3  10cm  

1区H－3   

＼  r  

＼  

．■ヽll  
亡t  

（   

－・・ 
－：エ1～ゾ   

1：3  】（h  

敢＿ご？∵卓   
也ご■ン  ナ   

Fig．281区H－1～3号住居跡出土遺物  
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Fig．291区H－3～5号住居跡出土遺物  
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Fig．301区H－6～10号住居跡出土遺物  
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Fig．311区H1l・13～17・19号住居跡、W－4号溝出土遺物  
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Fig．321区W4～6・10号溝、遺構外出士道物  
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Fig．331区遺構外出士道物  

Tab．2 1区出土遺物観察表  

H1  

番 臼  出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  高さ （cm）  胎土  焼成  色調  器形、成・整形、文様等の特徴  残存状況、備考   
貯蔵穴  須点こ器  （1吏6）  a6  5．2  石英、長石  良好  武依色  外面ロクロによるヨコナデ。底部回転糸切町後高台側汗けけ。   1／3賎存。  

高台伺犠  内而ロクロによるヨコナデ。   

貯蔵穴  須止．許  13．1  （4．5）  （4，7）  石英、長石  良好  J火』  外面ロクロによるヨコナデ。底部回幸三糸切町後毒舌朝汗けけ。高台剥落。   3／4タ臭存。  

高台小‖宛  内面ロクロによるヨコナデ。   

3  貯蔵穴  須恵器  （13．5）  a4  5．4  二軋 白』粒  良好  オリブニ．11  外面ロクロによるココナデ。底部回転糸切り後高台貼り†」け。   1／3残存。  

高台イ」椀  川面ロクロによるヨコナデ。   

竃  須恵器  （13＿6）  60  50  石炎、長石  やや軟質  灰白色  外面ロクロによるヨコナデ。底部回転糸切り後高台貼りイ・」け。   1／3夕立存。  

高台何例  内面ロクロによるヨコナデ。   外面じ≠軋   
b  床而直上  須恵器  （13．8〉  a2  5』  石英、長石．  良好  褐灰色  外山ロクUによるヨコナデ。底部回転糸切り後高台貼りイ1Jけ。   1／3残存。  

高台付椀  小礫  内面ロクロによるココナデ。   

6  ■ 高  須一心器  り35）  （6．4）  44  石英、長石．  良好  灰賞色  外l而ロクロによるヨコナデ。底部回車云糸切り後高台貼り上けっ   1／5残イf。  

高台付坑  雲け  内斬ロクロによるヨコナデ。   

貯蔵穴  土師器  （19．2）  石英、長二打  良好  外・にぷい  外而口左京部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ．   口緑～胴部1／8  

斐  八橙色  柁存。   

lノいにぷい  

乱褐色   
8  拙速穴  須恵胡  （19．6）  石り‡、長石、  良好  にぷい黄程  外面ロクロによるヨコナデ。   1／5残存。  

羽釜  黒色粒  也   内面ロクロによるヨコナデ。   酸化払   

6  出土位置  種別 器垣  口径 （cm）  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   
器形、成■整形、文様等の特徴  残存状況、備考   

ロ  床面直卜  取出器  （122）    （42）  自・工L』鞋  良好  爾灰色  州折口クロによるヨコナデ。  口君ま一体部破片  
塙  内面ログロによるヨコナテ㌔  班存。   

2  樫土  須止、器    （瓦9）  （25）  石基、長石  やゃ軟質  褐灰色  外印†ロクロ  二よるヨコナデ。底部回転糸切り後高台貼り付け。   底部柁存∩  
塊  内面ロクロ  二よるヨコナデ。   

3  昧面直上  抗止二器  （13．1）  （52）  （50）  山』拉  やや軟質  外・灰白色  外而ロクlコ  二よるヨコナデ。底那回転糸切り後高白地り付け．   1／3柁存。  

塊  内・褐灰色  内面ロクロによるヨコナデ。  酸化焔。   

番 田  出土位置  種別 器樫  口径 （皿）  底径 （皿）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

床面直上  良好  底部～嵩台部域  

嵩台村碗  内山ロクUによるヨコナデ。   存。  

2   昧面直上   l／2残存。  

高台十・J項  内所ロクロによるヨコナデ。   

3  昧面直上  須恵器  11d．0）  6．6  5＿1  十守一ト．  やや軟質  灰白』  外面ロクロによるヨコナデ。底部同車云糸りノり後高台帖り付け。   1／3残存。  

高台付嘲  巾・≠．・由  内苗lロクロによるヨコナデ。   口緯郁に穿孔。   

粒  
な打返．卜  ㌫ぷ器  良好  灰山邑  外汀17uニンuによる∃」Jデ。底部回転部立川浣寓話削ij【＝．   口舌呈1′3クこ丁昂。  

高台何鳩   内面ロクロによるヨコナデ。   内面に煤イ・J着。   

5  床面直．L  土師器  廿畑l    （65）  石英、長石  良好  にぷい赤掲  外相‖「指部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。   口舌蒙～同郡破片  

褒  』   内面口緑郡ココナデ、胴部ナデ。   残存。   
6  床而直上  土師器  ll軋叩    （10．5）  赤色粒  ヤや斬ぷ  外・にぷい  外面口綾部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。   ∩岸～胴部上Jド  

棄  仔色  破Jl■残存。   

内・にぷい  
黄褐色   

床面直上  十師器  （123）    （6．1）  角J村石、灰色  やや軟質  橙色  外而口緑郡ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。   口絹～肩郡1／4  

禁  拉  内面U緑部ヨコナデ、胴部ナデ。   残存。   

番 弓  出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  高さ （m）  胎土   焼成  色調   器形、成＝・整形、文様等の特徴  残存状況、備考   

電  須恵器    6．7  2．7  小轢、白・黒   やや軟質  茄灰色  タ下市ロクlコによるヨコナデ。底部回転系サ川後高台冊り付け。  底部残作。  

高台付塊  色粒  内†田口クロによるヨコナデ。   

2  竃  二L師器  122  L7  」5  雲母、白・．℃・  

杯  茶色  邑   内而口緑郡ヨコナデ、体一底部ユビナデ。   
3  奄  土師器  17♪    （24．0）  角閃石、白・  明赤禍・畏  外面口緑～  部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ．   

護  さ．Lし色拉  褐色  囚而口緑～  部ヨコナデ、胴部ナデ。   
ロ  奄  須一む器  （24．6）    n叫Il  白●崇』粒 ＝   良好  灰白』  外面ロクロ  よるヨコナテご。   口緑～鍔部破片  

甑  内面ロクロ  よるヨコナデ   残存。   
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H－5  

出土位置  ≡＝童■三÷ ■．－  票悟＝ 胎土   焼成   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

55 

ロ  床面車上  ≡諾邪140Lニは≡主立紺    ヤや軟ぷ  によるヨコブデ。 ほほ完／／二。  
ロ柁～胴郁1／」  

て床了廿直上  川器川 （135）r芸軋白骨      褐・ノブ1外面∩籍部ヨコナデい胴部ヘラウズリ  柁＃。  

ロ   ll録、肩部破片  丁    22－              l 電覆土  ’緊什＝雪整山・      Lノ州∩綾部ヨコナデ、胴部ユビナデ。          い梢色 外面l綾部ヨコナデ、胴部へラケスリー          内面口緑那ヨコナデ、胴部ナデ。  抜存。  
出土位置  芸設ほ引（慧）l需   石質  焼成  重さ（g）l  器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考  

床両直L  就き石！1馴！58l53i租捌岩      ■      ■≡一     一    ・・  完肯。   

番 ■弓■  出土位置i慧豊   口径 （m）  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調l  器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考  

・  
昧面直卜  

】   
床面直ヒ  

‾‘  

ヤや軟 F㌍  
1】／3断0   

床面市上  
． ． 

‾ 

体面古工 椎土   「7岩 

「ノ、】而ロクロによるヨコナデ。   

内面口汚那ヨコナデ、胴部ナデ。   F王存。  

出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  高さ （耶）  胎土  l 焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考  

（87）  チャート、 百・茶色揖  l踏歌  ‡＝て灰色  

∪緑～瓢邪板片 ダ実作。  
昧面福‥工   n精一肩部破＝  床両市上   ■≡止潤む‘170’i‾            にぷい赤槻  外而∩クロによるココナテざ＿ l人」面ロクロによるヨコナデー             雲母、山・∴⊇  良好   外面口緑部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。          茶色粍   色  内而口綾部ヨコナチ、胴吉l；ヘラ及びハケ ナデ。   托存。   

番 弓  出土位置  種別 器種  口径 （cm）  底径■高さ （m）．（cnl）  胎土 日焼成  色調  l  器形、成▲整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

底部班′′ハ   
ユ＿ニ  ■伏』  ■■■一  ＿L．ユニ   臣ニ       口・・   ロ  電 頂1二    ．  ほほ完－ffn   

浅ル乱打 

番 ワヨ■  出土位置  種別 器桂  口径 （c川）  器愕＝ 胎土   焼成  色調l  器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

1／3域存。   

1j寵   狙忠器 高台付塊  （L27）  5818 □  白・l・茶』 粒  堅緻  岩灰仁他！芸≡：；：：；；三≡…；三銅板細後胎…けn  

番 田  出土位置  種別 器種  口径 （cm）  底径’高さ （m．）（m）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

」【二■紬／5酢   

ロ  床而碇上  u  狙悪舘 短頸壷  （104）  －（50） □  山】プ．；．ミ也裏□拉  l革紐  灰八色   
付、白・黒色  いぶ禍』  内†rl匝クロによるヨコナデ。   2  J木両社上  かわらけ  8．7  56  18  爪閃右、芸  良好  褐灰・にぷ  外面ロク叫」よるヨコづ7。底1引洞鯨糸せ川．  元存。  

覇 ・『  出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

底部1／4残†／：っ  

内山ロクロによるヨコナチ。  □  帽l  灰紬陶器  l （14利  （6＿7）  （23）  ド1・茶色粒l堅緻   灰白色  外而Uクロによるヨコナデ、底部回転糸切り後ナデ後高台貼り付け．      境     ∪        2  竃  紬丑：器   74  5d  空け∴‥こ一博－やや軟質   溌灰』外而口Uクロによるヨコナデ、高白拙l川け．   内面ロクロによるヨコナデ。   
「日経～休部破け  

3  覆土    l】2．1l    （31）     憶邑   外面口紹部ヨコナデ、r柑ユビオサエ、底部ヘラケズリ＿  卓伐存⊃  
i五 戒   口緒～胴部上半  

羽釜  拉  J人」而口綜郎ヨコナデ、胴部ナデ。   
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番 ’ラ  出土位置  ⊥  口径 （m）  底径 器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

5  竃  上釜  28．1  1（18  26，5  雲丹∴白・さ」；・  良好  位■皿潤色  外而口緑部ヨコナデ及びユビオ叶工、肩部ユビナデ、胴部ヘラケズリ。底部ヘラケズリ●   ほほ完存。  

H16   

田  出土位置  種別 器梗  口径 （m）．  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

乙7  」し」』拉、白也  堅繰  灰白色  外面ロクロによるヨコナデ。高台帖り付け■   1／3残存。  

租粒  内面ロクロによるヨコナデ。   

和  小礫、′ト石．  堅緻  褐灰色  ■外而ロクロによるヨコナデ。底部【司転糸切り一   ほぼ完存。  

帯』粒  内川lロクロによるヨコナデ。   

外面口緑郎ヨコナデ、休部ユビオサ工、底胤ナデ。   1／2残存。  

内面口緑郡ヨコナデ、体一底部ユピオサエ後ナデ。   

外面∪緑部ヨコナデ、体部＿ト半エビオサエ、下車～底部ヘラケズリ。  1／2残存。  

杯  黒．■軽』粒 l句l而ナデ。   

H【17   

番 丁∋■  出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  国  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

□  竃  埴輪    （11．6）  （11J））  雲丹、小磯、  良好  外・l灯赤褐  外面タテハケナデ。   底部1／4声量f戸。  

白■・■墨・茶色  色  内而タテハナナデ及びエビナデ．   穿L孔径乙7cmっ   

拉  拘り喧鴇色  
H－19   

音 7∋  出土位置  種別 器揮  口径■ （m）  底径■ （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成■整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

8  床而直上  狐悪器  17，8    （12割  れ英、砂粒  やや軟質  外・桜色  外而口緑～鍔部ヨコナデ、胴部ヘラケズリー   h緑～胴部上半  

利釜  内・にぷい  賎存。  

黄桜色   臨1ヒ焔。   

内   

杯  灰色粒  甘而口緯部ヨコナデ、作～底部ユビオサエ後ナデロ   

W－5   

■番 ．号  出土位置  種別 器種  口径■ （m）  厩径 （m）  高さ bn）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

ロ  職工  痕適齢  （13．8）    （乙9）  白色拉、ル』  堅緻  灰色  外面U緑←休部ロクlコによるヨコナデ、天非都田転ヘラケズリ。   1／5残存。  

艶  租粒  内而口緑郡ココナチ、体一天井部ロクロによるヨコナデ。   

2  覆」  土師器  （12．2）  （6JZ）  3＆  拍l村石、白i  ヤや軟質  灰苅褐・に  外面Ll綾部ヨコナデ、休部ユビオサ工、底部ヘラケズリー   l／4残存。  

上有  摺仏椋  ぷい橙』  ．困而口結部ヨコナデ、体～底部ユビオサエ後ナデ。   

W6   

番 ち  出土位置  種別 器種  口径 （m）  底径 （m）  高さ （cm）  胎土   焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

1■  覆土  須止二器  13．1  6J  4．9    共、′ト疎、  ヤや軟質  にぷい黄  舛Ⅷlロクロによるヨコナデ。底部回転感慨川搾招請削り付け。。   2／3残存。  

高台付墳  ・橙色拉  柁・寓灰色  l人」面ロクロによるヨコナデ。   繹化焔。   

W－10   

番 ち  出土位置  種別 器程  口径 （m）  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

ロ  穆土  抗仏器  （13β）    （2．2）  ＝石英、角間  やや軟質  灰色  外面ロクロによるヨコナデ。底部回転糸切i）後高台貼り付け。高台剥硲。   巨／3托仇  

高台†▲‖山  石、′卜礫  内面ロクロによるヨコナデ．   

軋勝弘・（グリッド）   

■番 7∃  出土位置  種別 器種  口径 （m）  贋径 （m）  ■高さ （cm）  脂土   焼成  色調   器形、成・整形、文様等の特徴  残存状況、備考   

X21Y3】  ク且・法器  エ0  （23）  白・基色粒   良好  扶色  外而ロクロ  よるヨ「ナデ。底部l叶転身切り後高台貼り付け。   底部すぢ存。  

高台付椀  内面ロクロ  よるヨコナデ。   丁度部タト而に当主出ご。   

3  X38－Y37  小皿  10JZ  」．5  3．1   

拉  よるヨコナテ㌔   酸化焔。   

■‾山車．   3／4ダ実在。  

茶色粒  邑   内証「ロクロによるヨコナデ。  酸化焔。   

5  X35Y38  娘心Z旨  り2．6）  6J）  3＿5  石英、雲け、   良好  にぷい程・  外而ロクロによるヨコナデ、底部l叫転糸切り。  1／2夕蒐存。  

1不  ・茶』粒  灰色  「勺面ロクロによるヨコナデ。  酸化焔。   

6  X25Y34  須悪溺  （21．0）    （16．9）  白・プ］．也粒   良好  灰色  外面ロクロによるヨコナデ。  口岸～胴部1／1  

三」≡J釜  
内面ロクロによるヨコナデ。  沌存。  

酸化焔。   

7  X25Y34  狼忠器  （2〔L8）  （7J∋）  （23，3）  良i黒色拉   良好  灰白色  外面口青菜部ロクロによるヨコナデ、胴部ロクロによるヨコナデ後ヘラケズリ．  口緑1／4、尾部  

羽釜  l人J而ロクロによるヨコナデ。  1／4残存。  

酸化焔。   

l匡鼓．   

番 ち  出土位置  ；二＝  口径 （m）  底径 （m）  高さ （m）  胎土  焼成  色調   器形、成1＝整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

ロ  太上  土製品  注□部破片柁イ声。  

柑渦   拉   l人い黒褐色   内而気泡化。イ・」  

着物あり。   

番 す  出土位置  種別 器種  長さ （m）  幅 （m）  厚さ （耶）  石質  焼成  重さ（9）   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

2  表土  町基無芸  1818 裳・婁而ともに丁字な調整加工を施し、細身で鋭利な先端部を作什＝／ている。   完了f。   

鉄   
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2 2区   

（1）竪穴住居跡   

H－1号住居跡（Fig．34・39、PL6・11）  

位置 Ⅹ47・48、Y37 主軸方向 N－770－E 規模 東西軸（3．77）m、南北軸（1．52）m、現壁高0．11m。  

北側は試掘トレンチ、南側を撹乱により削平される。 面積 （2．96）d 床面 ほぼ平坦で、暗褐色・黄褐色  

土による貼り床。竃周辺に強い硬化が認められる。竃 東壁に位置する。確認長0．60m、燃焼部0．43mを測る。  

燃焼部に支脚石が残る。 出土遺物 竃より出土した羽釜（1）・甑（2）の2点を図示。 時期 出土遺物の  

傾向から10世紀代と想定される。  

H－2号住居跡（Fig．34・39、PL7・11）  

位置 Ⅹ44、Y33 主軸方向 N－8lO－E 規模 東西軸3．37m、南北軸（2．36）m、硯壁高0．07m。住居  

北半は調査区外になる。 面積 （5．89）扇 床面 ほぼ平坦で、暗褐色土による貼り床を施す。竃周辺を中心  

として、住居中央まで硬化が強い。 竃 東壁に位置し、住居の形態から南寄りに造り付けているものと思われ  

る。確認長0．57m、燃焼部0．37mを測る。竃構築材として粘土の利用を確認した。出土遺物 土師器杯（1）、  

砥石（2）を図示。土師器杯は器高が低く、底部は扁平なヘラ削り調整によるものである。なお、図示し得なか  

ったが台付きの土師器碧も出土している。 時期 出土遺物の傾向から8世紀後半～9世紀前半と想定される。  

H－3号住居跡（Fig．35、PL7）  

位置 Ⅹ41・42、Y34 主軸方向 N－880－E 規模 東西軸（3．52）m、南北軸（2．04）m、現壁高0．19m。  

住居南側は撹乱により削平される。面積（5．10）d 床面 ほぼ平坦な地山床。竃 東壁に位置する。確  

認長0．90m、燃焼部0．28mを測る。 重複 W－4と重複し、新旧関係はW－4→本遺構である。 出土遺物   

須恵器、土師器、灰粕陶器、羽釜が出土しているが、いずれも小破片であり図示し得た遺物はない。 時期  

出土遺物から9世紀後半～10世紀代と想定される。  

H－4号住居跡（Fig．35、PL7）  

位置 Ⅹ44、Y35 主軸方向 N－67D－E 規模 後世の削平により居住域はほぼ削平を受け、竃のみの確  

認である 。 竃 東壁に位置する。確認長0．67m、燃焼部0．42mを測る。 出土遺物 なし。 時期 出土遺  

物が破片で少数、重複関係もなく判然としないが、他の住居跡の所属時期の傾向から9～10世紀代と想定して  

おく。  

H－5号住居跡（Fig．36、PL7）  

位置 Ⅹ42・43、Y34・35 主軸方向 N－800rE 規模 東西軸2．64m、南北軸2．68m、硯壁高0．13m。   

面積 （5．90）d 床面 暗褐色土を中心とする貼り床を施す。竃前庭部を中心に強い硬化が認められる。  

竃 東壁の南寄りに位置する。確認長（0．51）m、燃焼部0．35mを測る。袖の一部および煙道先端は後世の撹乱  

により削平を受ける。 出土遺物 須恵器、土師器が出土しているが、少量・小破片のため図示し得た遺物はな  

い。 時期 出土遺物の傾向から10世紀代と想定される。  

ー43－   



（2）掘立柱建物跡   

B－1号掘立柱建物跡（Fig．36・37、PL7）  

位置 Ⅹ47・48、Y37 主軸方向 N－2lO－W 規模 桁行（2）間、梁行2間。東西に伸びる可能性が考  

えられるが、西側はW－1により不明になっている。桁行長（3．68）m、梁行3．46m。柱穴は7基を確認、柱穴  

間隔は桁行1．54～1．84m、梁行1．68～1．79mを測る。 重複 Wrlと重複し、新旧関係は本遺構→Wrlで  

ある。出土遺物 なし。時期 出土遺物がないため判然としないが、重複関係から9世紀以前と想定される。  

（3）溝跡   

W－1号溝（Fig．37、PL8）  

位置 Ⅹ46～50、Y33～39 主軸方向 N－150rW 規模 長さ31．84m、上幅1．56m、下幅1・02m、深  

さ0．37m。 形状等 北から走行し、Ⅹ47・Y36グリッド付近で450程度東へ振り、南東へ屈曲する。断面  

はU字状を呈する。覆土はAs－Kk・As－B軽石が良好にレンズ状堆積を示し、As－B軽石降下直前まで機能してい  

たことが分かる。重複 W－2と重複し、新旧関係はW－2→本遺構である。 出土遺物 覆土中より円筒埴  

輪・須恵器・土師器・灰粕陶器が出土しているが、いずれも小破片で図示し得なかった。 時期 覆土から12  

世紀初頭（1108年）の埋没である。  

W－2号溝（Fig．38、PL8・11）  

位置 Ⅹ46～50、Y33～39 主軸方向 N－130rW 規模 長さ31．84m、上幅3．69m、下幅2・16m、探  

さ0．92m。 形状等 北から走行し、Ⅹ47・Y36グリッド付近で450程度東へ振り、南東へ屈曲する。断面  

はU字状を呈する。重複 B－1、W－1と重複し、新旧関係はB－1→本遺構→W－1である。出土遺物   

覆土中より円筒埴輪・須恵器・土師器・灰粕陶器が出土し、土師器杯を1点図示した。小型化の傾向を示し、  

底部は回転糸切りによる成形である。時期 出土遺物および重複関係から10世紀後半以前と思われる。備  

考 W－1号溝と走行方向が同じであり、W－1号溝は本遺構の埋没段階の一地点を示しているとも考えられ、  

同一遺構となる可能性もある。  

W－3号溝（Fig．38）  

位置 Ⅹ53～60、Y37・38 主軸方向 N－92D－W 規模 長さ29．18m、上幅2．37m、下幅0．45m、探さ  

0．54m。形状等 南東から北へ湾曲し西へ走行する。断面は緩やかなⅤ字状を呈する。 出土遺物 なし。  

時期 覆土にAs－Kk・As－B軽石が良好にレンズ状堆積を示し、12世紀初頭（1108年）の埋没である。  

W－4号溝（Fig．38、PL8）  

位置 Ⅹ51～55、Y33～36 主軸方向 N－440－E 規模 長さ20．18m、上幅0．33m、下幅0．16m．探  

さ0．12m。 形状等 南西から北東へ走行し、断面はU字上を呈する。 出土遺物 なし。 時期 覆土にAsr  

Kk・As－B軽石が良好にレンズ状堆積を示し、12世紀初頭（1108年）の埋没である。  

（4）井戸、土坑、ピット（Fig．38・39、PL8）   

井戸、土坑、ピットについては「Tab．3 2区 井戸・土坑・ピット計測表」を参照のこと。  
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Tab．3 2区井戸・土坑・ピット計測表  

Tab．4 2区出土遺物観察表  

H－1  

番号  出土位置l種別、開一諾  慧l慧   胎土  焼成l色調   器形、成・整形、文様等の特徴   存状況、備考   

ロ 2  一几     須恵器   （21．5）  （1′t5）灰」．l．い茶色萩  やゃ軟匪にぷい橙色 良好橙色  外面口緑～胴部上土ドロクロによるヨコナデ、下半口クロ  d残存。   l羽釜  」二＿＿ l‘202｝戸（78）．雲母’…■橙色粒   によるヨコナデ後ヘラケズリ。 内而ロクロによるヨコナデゥ 外面胴部ロクロによるヨコナデ後ナデ、裾部ヨコナデ。  邦1／4残 
存ウ  

胎土   焼成   色調   器形、成・整形、文様等の特徴   番号  出土位置  種別、器径．諾  底径 （馴）  高さ （m）  残存状況、備考   

襟土   
土師器（11－7）l（8・4） 杯   13＿6）  角閃石、自・黒色粒   良好   にぷい桜色  外面口緑部ヨコナデ、体～底部ヘラケズリ。 困而口綾部ヨコナデ、体～底部ナデ。  

番号皿土位置  焼成 L正さ（g）  ‘器形、成・整形、文様守の特徴   
元   ■    石質  

考   

2 床而直上 i砥石    L（95）（4＿5）．4＿1      」粗粒安山岩   L209＿9  卜衣一裏・右左側面に研磨痕が親書である。  

番号i比位置  種別、器種重器R慧慧   胎土  r焼成  色調 j  器形、成・整玖文様等の特徴  訴状況、備考   

帽   ‾≡師器llOO 
ほぼ完布。  

48 33  1楓灰’茶色粒i良好  にぷい折檻外面ロクロによるヨコナデ、底部回転糸切り。         色    内面ロクロによるヨ］ナデ。  酸化焔。   

番号  出土位置  種別、器稜 慧l慧  慧l 胎土  焼成l色調   器形、成・整形、文様等の特徴   残存状況、備考   

1世 123 

il椀 ．．雫三    69角閃石、雲母、チ1・ 酸化焔。   良好樟色  L  ■外而ロクロによるヨコナデ、 
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2区H－1  

Hrl号住居跡寵 SPC・D  
l圭．1！褐色土（10YIて2／2）舐褐色砂質土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

2 暗褐色土（10Y尺3／3）粘賃土。締まりやや強く、粘性強い。  
焼土粒を少量含む。締まり弱く、  
焼土拉・灰をやゃ多く含む。締ま  
焼土粒やや多く含む。締まり弱く  
灰黄褐色粘安土を少見合む。締ま  
焼土拉・灰やや多く含む。灰層。  
焼土粒やゃ多く含む。締まり弱く  

粘性弱い。  

り弱く、粘性弱い。  
、粘性弱い。  
り弱く、粘性弱い。  
締まり弱く、粘性購い。  
、粘性弱い。  

（10YR2／2）  

（10YR3／3）  

（10YR3／3）  

（10YR3／4）  

（10YR4／4）  

（10YR3／3）  

3 黒褐色土  
4 暗褐色土  
5 暗褐色土  
6 暗褐色土  
7 褐色土  
8 暗褐色土  

Hrl号住居跡 SPA・B  
l黒褐色土（10YR2／2）苅褐色砂質土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3）軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
3 黒褐色土（10YR2／2）含有物少なく、肌理の細かい層。締まl）弱く、粘性弱い。  
4 暗褐色土（10YR3／3）黄褐色土を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  
5 暗褐色土（10YR3／4）軽石・規土粒を少量含む含む。締まりやや強く、粘性弱い。  

0  1：60  2pl  

9、黒褐色土（10YR2乃）黄陶白砂粟土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
10 暗褐色土（10YR2佗）軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。篭掘り方。  
11暗褐色土（10YR2佗）軽石l典侍色土を少量含む。締まり強く、粘性弱い。竜掘り方。  

巴L＿1＝ぞ 1F  
2区H－2  

H－2号住居跡笥 SPC・D  
l黒褐色土（10YR2／2）焼土粒をやや多く含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10Y】く3／3）軽石▲焼土拉を少量含む。締まりやや強く、粘性強い。  
3 黒褐色土（10Y】て2／2）焼土拉・灰をやや多く含む。灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
4 暗褐色土（10YR3／3）焼土粒・灰を多く含む。灰屑。締まり弱く、粘性弱い。  
5 暗褐色土（10YR3／3）軽石を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。竃掘り方。  
6 暗褐色土（10YR3／4）黄褐色砂質土を少見合む。締まl）弱く、粘性弱い。竃掘り方。  
7 暗褐色土（10YR3／4）含有物少なく、肌理の細かい層。締まり弱く、粘性掛ゝ。竃掘り方▲  

H－2号住居跡 SPA・B  
l．■黒褐色土（10YR2／2）黄褐色砂賢土を少量含む。締まりやや弥く、粘性弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／3）軽石を少量含む。締まりやゃ弱く、粘性弱い。  
3 黒褐色土（10YR2／2）軽石‥焼土拉を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  1m  0  1：30   

Fig．34 2区H－1・2号住居跡  
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Hr3号住居跡 SPA・B  
l黒褐色土（10YR2／2）軽石・非褐色砂質土を少見合む。締まりヤや弧く、粘性亘削、。  
2 暗褐色土（10YR3／3）含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや弱く、粘性弱い。  
3 黒褐邑土（10YI～2／2）軽石・黄褐色砂質土を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  
4 噛褐色土（jOYIく3／3）焼土粒を少最含む。締まり弱く、粘性弱い。  
5 暗褐色土（10YR3／3）典褐色砂安土を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  

0  1：60  2m  

H－3号住居跡寵 SPC・D  
l黒褐色土（10YR2／2）北褐色砂賀土を少局含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
茫 暗褐色土（10Y【そ3／3）粘賀土。締まりやや強く、粘性強い。  
：【黒褐色土（10YR2／2）焼土柱を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  
l暗褐色土（10YR3／3）焼土拉▼灰をやや多く含む。締まり弱く、粘性弱い。  
ヒI暗褐色土  
rl褐色土  
1‾ 褐色土  
h 暗褐色⊥  

り 黒褐色土  
10 暗褐色土  

（10YR3／3）  

（10YR4／4）  

（10Y尺4／6）  

（10Y尺3／3）  

（10YR2／2）  

（10YR2／2）  

天井崩落土と思われる壌土粒を含む。締まり弱く、粘性弱い。  
天井崩落土。下層に滞く灰が広がる。締まり弱く、粘性弱い。  
彊構築土か、敏弘が強く赤要する。締まり強く、粘性やや弱い。  
焼土粒やや多く含む。締まり弱く、粘性弱いっ篭掘り方。  
黄褐色砂黒土を少量含む。締まりヤや強く、粘性弱い。七掘り方。  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。竃掘り方。  

0  1：30  1m  

2区H－4  

／、「豪‾           ガ  
H－4号住居跡 SPA・B  
l暗褐色土（10YR3／3） 焼土粒を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
2 暗褐色土（10YR3／4） 焼土粒・灰を少見合む。灰層。締まり弱く、粘性ヤや強い。  
3 班褐色土（10YR2／3） 含有物少なく、肌理の細かい層。締まり弱く、粘性弱い。竃掘り方  
4 矯褐色土（10YR2／2） 軽石を少風合む。締まり弱〈、粘性舅恥、。蛮掘り方。  
5 黒褐色土（10YR2／2） 炭化物をやや多く含む。締まり弱く、粘性潤い。竃掘り方。  
6 暗褐色土（10YR3／3） 黄褐色土を少景含む。締まりやや強く、粘性弱い。篭掘り方。  
7 暗褐色土（10YR3′4） 軽石・劇陶色土を少最含む。締まりやや強く、粘性服い。竃掘り方  

lm  1：30   

Fig．35 2区H－3・4号住居跡  
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2区H－5  

H－5号住居跡罷 SPC・D  
l 暗褐色土（10YR3月） 軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。  
2暗褐色土（10YR訂4） 黄褐色粘質土を少量含む。締まり弱く、粘性やや強い。  
3 ナ1．1褐仏土（10YR2乃） 含有物少なく、肌理の細かい唇。締まり弱く、粘性弱い。  
4 黒褐色土（10YR2乃） 炭化物・焼土粒を少量含む。締まり弱く、粘性弱い。  
5 よl．し褐色土（10YR乙弓） 炭化物・焼土柱をやや多く含む灰層。締まり弱く、粘性弱い。  
6 暗褐色土（10Ym） 黄褐色土を少量含む、竃摺り方。締まりヤや強く、粘性購い。  

サ 
1   

H－5号住居跡 SPA・B  
l．暗褐色土（10YR3月） As－C軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
乱 暗褐色土（10YR3乃） 黄褐邑砂貿土をやや多く含む。締まり強く、粘性弱しヽ  
3 釆褐色土（10YR3乃） 軽石を少量含む。締まり強く、拙性弱い。  
4 褐色土 （10YR4／4） 粘賓土層。締まりヤや強く、粘性強い。  
5 暗褐也土（10YM） 苅褐色砂質土を少量含む。締まり強く、粘性弱い。   

O 1 2m  

＿＿＿ ・．  

＋
 
 

B
 
 

区
 
 

2
 
 

州恵 丁 止  

0    1：00    2m ご ＿ ＿上      ±   

Fig．36 2区H－5号住居跡・B－1号掘立柱建物跡  
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L B－1号脇立柱建物跡 SPA～G   
l暗褐色土（10YR3／3） 軽石をやや多く含む。締まり強く、粘性帥、。  
2 にぷい非褐也土（10YR5／d）肌理の細かい粘質土。締まりやや拙く、粘性鵜し、。  
3 暗褐色土（10YR3／4） 軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性強い。  
4 暗褐色土（10YR3′4） 農場色土を少風合む。締まりやや強く、粘性弱い。  
5 黒褐色⊥（10YR2／3） 軽石をやや多く含む。締まり詣1く、粘性弱い。  
6 暗褐色土（10Y尺3′4） 苅褐色土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。  
7．’．朗唱色土（10YR2／3） 2層とl司質だが、締まり弱し、。締まり弱く、粘性弱い。  
8．■一芸褐色土（10YIモ2／3） 非褐色土・軽石を少量含む。締まりやや弱く、粘性弱い。  

Er 9 暗褐色⊥（10YR3／4） 軽石を少量含むり締まり強く、粘性弱い。   
10リ渦也土（10YR2／3） 黄褐色土を少嵐含む。  
締まりやや強く、糾性弱い。  

＿＿⊆＿  

L＝91．70m  

0  1：60  2m   

し  
上＝：押  

2区W－1・2  

、一一■ 、・ヽ J  

、－－ ′ ．且＿  

0  1：60  2m  

W－l・2号薦 SPA～D  
l 暗褐色土（10YR3／3）  
21l．購他土（10Y】モ3／2）  
3 褐灰色土（10YR4／1）  
4 噌褐色土（10YR3／3）  
5 暗褐仏土（10Ylモ3／3）  
6 黒褐色土（10YR2／2）  
7 にぷい黄褐色土（10YIく5／4）  
8 灰前掲色土（7．5YR5／2）  
9 にぷい黄橙色土（10YR6／4）  
10 黒褐色土（10YR2／3）  
ユ1暗褐色土（10YR3／3）  
12 にぷい黄褐色土（10YR5／4）  
13 暗褐色土（10Y尺3／3）  
14 黒褐色土（10Y尺3／2）  
15 暗褐色土（10YR3／4）  
16 暗褐也土（10YR3／3）  
17 褐色土（10YR4′4）  
18 暗褐色土（10YR3／3）  
19 黒褐色土（10YR3／2）  
20 にぷい戯褐』土（10YR5／4）  

As－B軽石一耳（褐色砂質土を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。（W1覆土）  
軽石を少量含む。締まりヤや強く、粘性やや糾、。（W－1冒蚕土）  
As－Kk層。締まり弱く、粘性弱い。（W－1滞土）  
As－B軽石を少見合む。締まりやや強く、粘性やゃ強い。（W1覆土）  
八s－B軽石・灰黄褐色枯質士を少量含む。締まりやや弱く、粘性やや強い。（W－1領土）  
苅褐色砂質土・軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。（W1擢土） 含有物少なく 

、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性やや強い。（W1鞄土）  
As8軽石層。締まり弱く、粘性弱い。（W－1頂ニヒ）  
AsB軽石眉。締まり弱毒jく、粘性弱い。（W－1頂土）  
朗褐色粘質土を少退含む。締まり撒く、粘牲やや弱い。（W2碓土）  
英褐色砂質土を少量含む。締まり強く、粘性弱い。（W2狸土）  
含有物少なく、肌理の細かい層。締まりやや強く、粘性やや強し、。（W－2領土）  
軽石・非褐色砂質⊥を少量含む。締まり強く、粘性弱い。（W2寺貰土）  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性ヤや弱い。（W2覆土）  
茶褐色砂質土■拳大の自然礫を少量含む。締まりやや強く、粘性弱い。（W－2操⊥）  
飾褐色粘質土をやや多く。締まり強く、粘性強い。（W－2覆土）  
苅褐色粘質土を少量含む。締まりヤや強く、粘性やや強い。（W－2覆土）  
枯質土を主体とし、肌理の細かい層。締まり強く、粘性強い。（W2狸土）  
軽石を少量含む。締まりやや強く、粘性やや弱い。（W2繹土）  
井褐色特質土を少量含む。締まりヤヤ強く、粘性ヤや強い。（W－2領土）  

Fig．37 2区B－1号掘立柱建物跡、W－1・2号溝  
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2区W－3  

W3号清 SPA  
l にぷい苅褐仏土（10Y【く4／3）   
肌理の細かい砂琵空、洪水雅不■’眠か。  
締まり弱く、削惟弱い。  

2 7l」■さ褐也］▲（10YJモ3／2）  

典褐』L二・AsB軽石を少況含む。  

締まりヤや強く、粘性弱い。  
3 祖灰色土（10yR4／1）  
AsKk屑。締まり弱く、粘性粥い。  
4 灰邦褐色土（7βYR5／2）  
八sB軽石」・ヨ。締まり弱く、粘性償い。  
5 にぷい靖程』上（10YR7／3）  
AsB軽石層。締まりかユく、糾件弱い。  

、叩9jト¶、  

1 ▲・    －  
J  

0  1：60  2m  

上」  
L＝91皿D111  

′叫乃－＼   

中 ＿1三由＿＿ 和  一       －          ＝】                   ■  

r√′：某r〝ir岬r：▲  

S 1：・ 2】  

J  
－ 2111  

W－4号講 SPA  
lにぷい拍褐色」二（10Ylく4／3） 肌剋の細かい抄質」、洪水珊楕屈か。締まり弱く、朴性弱い0  

2 Ⅷ褐色土（10YR3／2） 黄褐色⊥・As日軽石を少厨含む。締まりやゃ強く、粘性弱い。  
3 褐灰』十（10YR4／1） As－Kk岡。締まり弱く、粘性弱い。  
4 灰異相邑⊥（7上YR5／2） As日軽石層。締まり弱く、粘性弱い。  
5 にぷい黄楊』土（10YR7／3） As円軽石斤右締まり弼吏く、削性弱い。  

2区D－4  2区D－3・P－1  

2区l－1   

r一■、ヽ  
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ニ：・こ 

l  l   

ヽ      J   
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W2  
丁   

ム】J＝91   
D2   ,a; 

ニ・＼  J」、  
L＝91．70m  

JJ  
L＝91．7（万1  

A’  

0  1   

D3号土坑 SPA  
l暗褐色：l二（101′R3／4）含有物少なく肌理の糾かい屑。締まりやや弱く、粘性弱し、。  
2 揖掴』」二（10YR3／2）黄褐色⊥を少量含む。締まl）やや強く、粘性弱い。  
3 褐色⊥（】OYR4／4）黄褐色帖凍土を少且含む。締まり弱く、榊性やや強い。  
′l灰メ憫邑土（75YR5／2）AsB軽石癌。締まり弱く、相性掛・。  
5 にぷい粥樫』土（10Y尺7／3） AsB軽石同。締まト弱く、紬性弱い。  
6 暗褐色土（10YR3／4） 計L褐色土を少量含む。締まりiほく、椚性弓∃い。  
7 ㍑褐色土（10YR2／2）軽石を少立合む。締まり弱く、朴性弱い。（P17夏⊥）  
D－4号土坑 SPA  
l兄は色土（LOY尺2／2）黄楊』砂盲宇土を7厄ック岨二含む。締まりやや強く1粘性捌－。  
2 にぷい黄陽色⊥（10YR4／3）韮禍』土を主体とする屑。締まリヤヤ低く、粘性掛、。  
3 プ．k褐色」（】OY尺2／2）黄褐色⊥を少盟含む。締まり弱く、粘性弱い¢  
′l憤褐色⊥（】OYR2／2）1屑と同宣子だが、含有物がやや多い。締まり弱く∴粘性弱い。  
5 にぷい粥褐』土（10Y朋／3）〝潤色十を主体とし∴．1真褐色土を含む。締まりやゃ強く、粘性弱い0  
6 さ笹褐色土（10YR3／2）爺褐色砂賢二l二をブロック状に少昆含む。締まり亘j弓く、粘性やゃ強い。  

l－1号井戸 SPA  
lにぷい凱褐』土（10YRl／3） As－B温情。締まりやや舅弓く、拙作弓恥、。  
2 黒褐色土（10YR3／2） 刑場仏土・As一団隕石を少乱含む。締まりやや強く、糾恍靡い∩  
3 灰邦褐色土（草Ylミ5／2）AsB軽石胤締まり弱く、机性弱い0  
4 にぷい黄橙色土（10YR7／3） As－B饉石屈。締まりIj弓く、抽件弱い。  
5 ゴ1■瀾也土（10YR2／2） 賞褐』ニトを少昇含む。締まりヤや弱く、粘性弱い。  
D－2号土坑 SPA  

l黒褐色土（101′1ミ2／2）含有物少なく肌理の細かい胤締まりやや購く、4州御弓い。  
21L瀾也七（10YR3／2）黄褐色⊥を少量含む。締まF）ヤや強く、糾仕弱い〇  
3 褐灰色二（】01′R4／1） As－Jくk同。締まり弱く、粘性罰い。  
4 傭褐色上（10YR3／3） 八sB軽石を少並含むu締まり弼く、粘性弱い。  
5 鼎褐色吐（10＼′R2／2）哉褐色土をやや多く含む。締まりやや郡く、相性糾、。  
6 灰黄褐色土（7．51′【ミ5／2） As朗錆屑。締まり弓互ユく、抑性弱い。  
7 にぷい町琶色土（10YR7／3） As－B軽石同。締まり舅弓く、鞘性弱い＝  
8 暗褐色土（10YR3／4） ぎぐ褐色二1を少誌含む、他山風化⊥っ締まりユj弓く、椚性弱し、。  

Fig．38 2区W－3・4号構、Ⅰ－1号井戸、D－2～4号土坑、P－1号ピット  
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2区H－1  
2区W－2  

2区D－4  

■ 草  ・甘い‾   
0  1：3  10cm  0  1：4  10cm  

しコーラ ＼＼＿ －＝＝ゴ＝′  

√跡㌔－＼．．、 ぎ   
二譲虹  

0  1：3  10cm  

1：3  1（km   

Fig．39 2区出土遺物  
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Ⅵ 朝倉伊勢西抽．1遺跡の自然科学分析  

パリノ・サーヴュイ株式会社  

はじめに   

朝倉伊勢西恥．1遺跡（群馬県前橋市朝倉町）は、狭義の前橋台地上に形成された徴高地から後背湿地にかけて  

立地する。本遺跡の発掘調査では、9～10世紀末頃の集落であることが確認されているほか、住居跡より古い  

と考えられる溝跡も検出されている。また、これらの遺構が検出された地点の東側には、相対的に低所となる区  

域（以下、低地部）の広がりが認められている。   

本報告では、浅間Bテフラ（新井，1979；以下、As－B）降灰直前の低地部における土地利用（稲作の可能性）  

の検討を目的として、植物珪酸体分析を実施した。   

1 試料   

試料は、調査区東側の低地部の2箇所（1地点、2地点）より採取した土壌試料である。以下に、土壌試料を  

採取した各地点の堆積層の観察所見を記す。また、模式柱状図を図1に示す。  

（1）1地点  

1地点は、調査区北東隅の調査区壁の堆積層である。本地点は、調査区の施工上の関係から、壁面に段が設  

けられていたため、観察範囲は堆積層の最下部から壁面の段差の深度約110cmまでを対象としている。本地点  

の堆積層の最下部は、灰色砂混じりシルト（層厚約8cm以上）からなる。当堆積物の上部は、暗色化し植物遺  

体等が混じる黒色シルト（層厚約9cm）である。黒色シルト上位は、灰色および黒色シルトからなる薬理構造  

を有する泥層（層厚約1cm）、炭化物層（層厚約2～3mm）を挟在する灰～褐灰色のシルト～粘土からなる菓  

理構造を有する泥層（層厚約17cm）が堆積する。ろこお、後者の泥層の上部は、やや腐植質であり、淡く茶褐色  

を呈する。灰～褐灰色泥の上位は、成層したAs，B（層厚約22cm）が堆積し、フォールユニットの最上部には  

As－B上部テフラに含まれる、あるいは浅間粕川テフラ（As－Kk：早田，1991；2004）と称される、灰色の細粒火山  

灰も観察された。As－B上位は、黒色シルト（層厚約1cm）、 葉理構造を有する灰色シルト（層厚5cm）およ  

＜2地点＞  ＜1地点＞  
び灰白色シルト（層厚約1cm）、側方に連続する偽礫化－ 

した極細粒砂（層厚約1cm）、灰色極細粒砂混じりシル  

ト（層厚約14cm）が堆積する。さらに、上位は、管状  

酸化鉄が発達する軽石混じりの黒灰色シルト（層厚約  

13cm）、および管状酸化鉄が発達する灰色シルト（層厚  

約19cm）がそれぞれ不整合に堆積する。  

（2）2地点   

2地点は、調査区の低地部中央付近に相当する北壁の  

堆積層である。観察範囲は、1地点と同様に、堆積層の  

最下部から壁面の段差までに相当する（深度約92cm）。  

本地点の堆積層最下部は、植物遺体や灰色シルトの偽礫  

が混じる黒～黒灰色シルト（層厚約6cm以上）からな  

る。黒～黒灰色シルト上位は、炭化物層（層厚約1mm T‾  

6
7
8
T
l
。
 
 

なる泥層が堆積する。灰～褐灰色泥層の上位は、成層し 図1．調査区北壁（1・2地点）の模式柱状図および試料採取位置  
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たAs－B（層厚約20cm）、黒色シルト（層厚約6cm）が堆積する。黒色シルト上位は、1地点の黒色シルト上位  

に認められた灰色シルト、灰白色シルト、極細粒砂等の偽礫（亜円～亜角礫状、最大径約5cm）が混じる灰色  

極細粒砂混じりシルト（層厚約4cm）が堆積する。灰色極細粒砂混じりシルト上位は、軽石混じり灰色シルト（層  

厚約32cm）が不整合に堆積する。なお、灰色シルトは、軽石の混入の程度および班鉄の発達により、区分される。   

今回の分析では、上述した分析目的を踏まえ、1地点および2地点のそれぞれAs－B直下の堆積層より採取し  

た土壌試料2点（1地点試料番号6、2地点試料番号2）を対象に、植物珪酸体分析を実施する。   

2 分析方法  

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈走法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2．5）  

の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥  

後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出  

現するイネ科棄部（菓身と葉鞘）の菓部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体）および菓身機動細  

胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体）を、近藤（2010）の分類を参考に同定、計数する。分析の際  

には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残液量を正確に計量し、堆積物1gあたりの植物珪  

酸体含量（同定した数を堆積物1gあたりの個数に換算）を求める。   

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100個／g未満は「＜100」で表示する。各分類群の含量  

は10の位で丸め（100単位にする）、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。また、植物珪  

酸体含量を図示する。   

3 結果  

結果を表1、図2に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に多数の小孔  

（溶食痕）が認められる。以下に、各地点の産状を記す。  

（1）1地点  

1地点の灰～褐灰色泥層の最上部（試料番号6）の植物珪酸体含量は約2．0万個／gである。ヨシ属の含量が最  

も高く、メダケ属（ネザサ節）を含むタケ亜科、ススキ属を含むウシクサ族等が検出される。栽培植物では、イ  

ネ属が検出される。その含量は、短細胞珪酸体が約100個／g、機動細胞珪酸体が約300個／gである。  

（2）2地点   

2地点の灰～褐灰色泥層の最上部（試料番号2）の植物珪酸体含量は、1地点よりも低く、約8，000佃／gである。  

検出された分類群では、ヨシ属の含量が高く、メダケ属（ネザサ節）を含むタケ亜科、ススキ属を含むウシクサ  

短細胞珪酸休  機動細胞珪酸体  珪化組織片  
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1地点試料番号6  

2地点試料番号2  

1711モ． 1  

け扉l佃Ⅵ  

址積物1g・fr」／Hに相月十た個数を示す。●○は100個／g未満を  
示す。＊はilrL甜柏Jミ出産状を示す。  

図2＿植物珪酸体含量  
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親1．植物珪・体合腿  （個／g）   

1地点 2地点  

分類詳  6  2   

イネ科菓部短細胞珪酸体   

イネ族イネ属   100  30〔  

メダケ属ネザサ節   300  ＜10   

タケ亜科   1．700  60   
ヨシ属   3．300  1．30   
ウシクサ族ススキ属   1．300  く10   

不明   4．800  1，50   
イネ科粟身機動細胞珪酸体   
イネ族イネ属   300  ＜10  
メダケ属ネザサ節   100  ＜10   
タケ亜奉卜   300  40   
ヨシ属   4．000  1．70   
ウシクサ族   300  30   

不明   3．100  1．70   
合  計   

イネ科乗部短細胞珪酸体   11．500  3．80  
イネ科葉身機動細胞珪酸体   8．300  4．20   
植物珪酸体含量   19．800  8．00   
化組織片   

イネ属短細胞列   ＊  ＊  

族等も認められる。栽培植物では、1地点と同様にイネ属  

が検出される。その含量は、短細胞珪酸体が約300個／g、  

機動細胞珪酸体が100個／g未満である。   

なお、2試料中には、植物珪酸体の他に珪藻化石も数多  

く認められた。分析処理の過程で小型の珪藻や殻の薄い珪  

藻は消失したと考えられるが、確認された珪藻化石には低  

湿地に見られる分類群が多く、流水域に生育する分類群は  

ほとんど認められなかった。   

4 考察  

調査区東側の低地部のAs－B直下の灰～褐灰色泥層最上  

部の植物珪酸体含量は、地点間で多寡があるものの、いず  

れもヨシ属の含量が高いという特徴を示した。また、試料  

中に認められた珪藻化石には、流水域の環境を示す分類群  珪化組織片 ＊：検出  

はほとんど認められず、沼沢地等に認められる分類群が多く確認された。   

As－B直下の堆積層は、葉理構造を有する泥を基質とする堆積物であったことから、河川等の氾濫や増水に伴  

う堆積物等の累重が考えられる。また、やや腐植質な堆積物や炭化物層の薄層が挟在する様子も確認されたこと  

から、As－B直下の泥を基質とする堆積物の形成された期間には、砕屑物が供給された時期と、砕屑物の供給の  

ない比較的安定した時期とがあったと推定される。さらに、今回の分析結果を考慮すると、低地部は、河川の氾  

濫や増水の影響を受けやすい環境にあり、湿潤な場所を好むヨシ属が生育する湿地のような状態であったと考え  

られる。   

なお、1地点および2地点の各試料からは、栽培植物のイネ属が検出された。その含量は、短細胞珪酸体が約  

100～300個／g、機動細胞珪酸体が100佃／g未満～300個／gであった。水田跡（稲作跡）の検証や探査を行  

う場合、一般にイネの植物珪酸体（機動細胞由来）が試料1g当り5．000個以上の密度で検出された場合に、そ  

こで稲作が行われた可能性が高いと判断されている（杉山，2000）。上記した判断基準を目安とすると、今回の試  

料におけるイネ属の含量は極めて低いことから、As－B降灰直前頃の低地部において稲作が行われていた可能性  

は低い。おそらく、隣接地や集水域における稲作やイネの植物体の利用を示していると推定される。   

また、2試料からは、ヨシ属や栽培植物のイネ属のほかに、ネザサ節やススキ属には開けて乾いた場所に生育  

する分類群を含むネザサ節やススキ屈も検出された。これらは、低地部から住居跡等が検出された微高地等に生  

育したイネ科植物に由来すると考えられる。  
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2．ネザサ節短細胞珪酸体（1地ノた；6）  

4．ヨシ属短細胞珪酸休（2地点；2）  

6．ススキ属短細胞珪酸体（2地点；2）  

8．ヨシ届機動細胞珪酸体（1地点；6）  

10．ウシクサ族機動細胞珪酸体（2地点；2）  

1．イネ属短細胞珪酸体（2地点；2）  

3．ヨシ属短細胞珪酸体（1地点；6）  

5．ススキ属短細胞珪酸体（1地点；6）  

7．ネザサ節機動細胞珪酸体（2地点；2）  

9，ヨシ属機動細胞珪酸体（2地点；2）  
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Ⅶ まとめ  

今回の発掘調査により、1・2区を合わせて竪穴住居跡24軒、掘立柱建物1棟、溝18条、井戸2基等を検出  

した。また、1区から2区中央へ展開する居住域としての微高地と、2区東側の低所となる区域の広がりを確認  

した。ここでは本調査で確認した遺構を概観し、主要な遺構等については個別に検討を行ない、まとめとしたい。  

1 調査の成果  

本調査においては、弥生時代以前に該当する遺構・遺物は検出しなかった。この様相は、周囲の遺跡において  

も土器片が散発的に見られる程度のようで、まとまった形での遺構・遺物の検出例はなく、本遺跡もその例外で  

はないものと考えられる。続く古墳時代については、遣物として両調査区の表土層および住居跡・溝等の遺構覆  

土から散発的に埴輪小片が数点出土したのみであり、後述する溝群の所属時期が不明瞭な点があるものの、確実  

に古墳時代に属する遺構の検出には至らなかった。   

古代の遺構としては、本遺跡で検出した遺構のほぼ全てがこの時期に該当するものと思われる。1区の竪穴住  

居跡は9世紀後半～10世紀代を中心として展開しており、一部は11世紀まで継続する。2区の竪穴住居跡につ  

いては、後世の撹乱等の影響により住居跡の全容が明らかなものはないが、少数の出土遺物から鑑みると1区と  

同様に9世紀～10世紀の年代を想定でき、本遺跡に展開する集落の主要年代を示している。これらの住居跡の  

主軸方向は一部例外もあるが、概ね9世紀代の住居跡がN－840－E、10世紀代の住居跡はN－790－E、11世  

紀以降にはN－90ローEの平均値を持つことから、それぞれの時期毎にある程度の主軸方向の指向性が看取でき  

る結果となっている。竃については基本的に東壁に設置されるが、唯一の例外として1区H－14号住居跡のみ  

が南壁に竃を作り付けている。また、本調査で検出した竪穴住居跡の中で特筆されるものは1区H－15・19号  

住居跡であり、「Ⅴ 遺構と遺物」でも詳細を記したように残存状況の良好な炭化材や焼土塊が多く出土してお  

り、「焼失住居」と目されるものである。これについては別に検討を行なうこととする。   

また、本調査では古代に属すると思われる溝を多数検出しており、両調査区合わせて18条の検出に至ってい  

る。18条検出した溝の内訳は、1区14条・2区4条であり、特に1区では東西方向の満と南北方向の溝が重な  

り合い、網の目状の溝群を呈している。この1区の14条の溝は、南北方向に走る溝が先行し、東西方向に走行  

するやや規模の大きい溝が後出すると思われる。なかでもW－11・12号溝は、幅2．3～2．8m・探さ0．8～0．9  

mと規模や走行方向が類似しており、また覆土の状況から埋没時期もほぼ同時と考えることができ、両道構が併  

存していたことが示唆される。これら溝群の時期については、覆土の上に竪穴住居跡が営まれることを確認して  

おり、重複関係からは若干の時期差はあろうが概ね9世紀代を下限とすることが安当のように思われる。上限  

についてはW11号溝の最下層から円筒埴輪の小破片が出土しているものの、後世の流入も十分に考えられ、  

本調査では時期の特定には至らなかった。なお、遺構の性格については本道跡周辺に広がるであろう水田等の生  

産域への給水路の可能性も考えられるが、現状では不明とせざるを得ず、今後の周辺での調査事例の追加を待っ  

て、改めて検討を要する。   

2区で検出した溝についてはWL2号溝以外は、覆土中にAs－B軽石の一次堆積層およびAs－Kk軽石が良好に  

堆積しており、埋没時期が12世紀初頭（1108年）と特定できるものである。W－2号溝については個別の遺構  

名称を付しているが、「Ⅴ 遺構と遺物」でも記したように、W，1号溝と同一の遺構となり埋没段階での時期  

差を示している可能性も考えられる。なお、覆土の土質は1区W－11・12号俸の覆土に類似した暗褐色砂質～  

粘質シルトを主体としており、調査区外北側において湾曲し、いずれかと合流する可能性もある。  
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2 r焼失住居」について  

ここでは1区H－15・19号住居跡で確認した「焼  

失住居」について概観し、若干の検討を行ないたい。   

竪穴住居跡から炭化材・焼土等が検出される事例に  

ついては、早くは大川清氏や寺沢薫民らによって、  

分類・火災要因の考察が試みられ（大川1954、寺沢  

1979）、全国的にも発掘調査による遺跡ごとの焼失住  

居の分析が進められた。その中で、石野博信氏が集成・  

類型化を試み、火災要因についての論及を行なってい  

る（石野1990）。この論考では、石野氏自身が「類型  

化と意義が先行したことと、資料収集の不十分さ」に  

課題があるとしながらも、弥生時代から平安時代にか  1区H－15号住居跡 ほぞ穴と思われる炭化材  

けての火災住居を集成している。これらの火災住居の炭化材・焼土・遺物の出土状況等を基準として類型の設定  

を行ない、そこで設定した各火災類型の意義について検討する。その結果として火災要因について、失火・放火  

（忌避的放火・住居の焼却・戦火）・飛火（類焼）等の3パターンを推定し、火災要因と各火災類型との関連性  

について推察されている。また、集落内での火災住居の在り方についても論及されており、火災住居について考  

えるうえで、重要な視点を喚起しているものと言える。   

また、群馬県内では石守晃氏が復元住居を用いた焼失実験を行なっており（石守1995・2001）、土葺き屋根の  

住居で炭化材が放射状に遺存する事実を明らかにするとともに、住居の焼失過程についても詳細に観察・分析さ  

れている。以下では、石野・石守両氏の論考を参考として、本遺跡で検出したH－15・19号住居跡の焼失住居  

についての、若干の検討を行なっていく。   

H－15号住居跡は、住居壁際を中心として炭化材が遺存する状況を確認した。また、住居全体に亘り焼土が  

分布している状況も見受けられる。特に住居北側での炭化材の広がりが顕著であり、角材・丸材・板材と思われ  

る炭化材を検出している。出土状況としては、残存状態の良好な箇所を見ると、角材・九材を上位とし下に板材  

が、これらの中間および床面直上には藁・茅類と思われる炭化材が認められる。出土状況から角材・丸材は柱・  

垂木等の一部であると思われ（ほぞ穴と思われる加⊥痕が残る部材も含む）、卜層から出土した板材については、  

壁材の可能性が考えられる。藁・茅類について、石野氏は「特定することは意外に難しい」と断りながらも、炭  

化材の聞からの出土は茸代、最下層の床面直上からの出土は敷物と考えられることが多いとしており、ここでは  

氏の見解に従っておきたい。   

次に土器等の生活痕跡に伴う遺物の出土状況についてであるが、石野氏は出土量の多い住居跡を「日常用具を  

運び出すゆとりがなかった火災」、出土量の少ない住居跡については「日常用具を運び出したあとの焼失」とし  

ている。この点を勘案すると、H－15号住居跡の遺物は実測遺物として6点、破片資料を合わせて200点弱（未  

接合資料含む）の遺物が出土しており、本遺跡の住居跡出土遺物としては相対的に多いものとなっている。また、  

竃の残存状況は良好であり両袖石および天井石が架けられたまま検出している。さらにほぼ完存の土釜が竃に掛  

けられた状態で出土している。これらの出土状況から、竃については当時の使用状態のまま残存しているものと  

思われる。   

上述のような出土遺物・竃の残存状況を鑑みると、土器の持ち出しは想定できず、突発的な火災に遭ったため  

の緊急的な非難の様相を窺うことができる 。これは炭化材・焼土等が住居の床面直上から層的に堆積しており、  

床面と炭化物の間に埋没土が見られないことからも、住居の使用停止から焼失までの間に時間差が無かったこと  
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を証左するものと考えられる。また、本遺構の火災要因としては、石野氏の分類される放火（忌避的放火・住居  

の焼却・戦火）の痕跡は認められず、また周辺での同時期の焼失住居を本調査では確認していないことから、硯  

脚皆では飛火（類焼）の可能性も低いように考えられ、ここでは失火の可能性を指摘しておきたい。失火場所に  

ついては火災専門家等による検証を経るべきであろうが、炭化材の遺存が少ない住居南西側付近が火元になる可  

能性が高いように思われる。   

なお、失火後の消化活動・片付けについては、石守氏の実験・分析によると、消火がなされなければ建築材の  

燃え過ぎとなり、ほとんどの建築材が灰になってしまうため、「どこかで消火しなければ典型的な焼失家屋は出  

現しなくなる」とされており、本遺跡の焼失住居に関しても同様である可能性も考えられる。しかしながら、炭  

化材の良好な遺存や、住居ベルトの土層断面の観察から安定した埋没過程を想定できるため、これらの行為につ  

いては現状では可能性を指摘するに留めておきたい。   

H－19号住居跡については、H－15号住居跡と同様に床面直上に遺存状態の良好な炭化材・焼土が堆積する。  

炭化材は角材・丸材を中心に、藁・茅類と思われるものも含み、出土した炭化材の構成としてはH－15号住居  

跡と同様である。しかしながら、その出土状況はH－15号住居跡との相違点を挙げることができる 。H－15号  

住居跡が住居壁際を中心に炭化材の遺存が見られるのに対し、H－19号住居跡の炭化材・焼土はほぼ住居全面  

に認められるものの、特に残りの良好なものについては住居壁際には少なく、住居中央に多いといった偏りをも  

って遺存する。炭化材以外の出土遺物は図示した羽釜のほか、須恵器杯・碧、土師器杯・碧、灰粕陶器等が挙げ  

られ、出土量も本調査地内での住居跡に比べると相対的に多いことから、火災要因についてはH－15号住居跡  

と同様に失火を推定しておく。失火場所は上述のように住居中央に残存状態の良好な炭化材の分布が偏在するこ  

とから、竃周辺（竃についてはH－17号住居跡により削平される）ないしは住居周縁部と考えられる。なお、  

遺構の出土遺物および重複関係から、H－15号住居跡より古い時期を想定でき、それぞれの間での飛火（類焼）  

関係はないものと思われる。失火後の消火活動・片付けについては、後世の削平により住居上面の削平が強く、  

遺構確認面で既に炭化材の散布が認められるほどで、覆土の堆積については不明瞭であるが、炭化材の良好な遺  

存から見ると、H－15号住居跡と同様にこれらの行為はなされなかったものと考えられる。   

以上、本調査で検出した2軒の「焼失住居」について既存の研究事例によりながら概観したが、（1）いずれ  

の住居跡についても火災要因は突発的な火災であり、（2）要因としては失火の可能性が高いとものと思われる。  

また、（3）それぞれの住居間には時期差があることから飛火（類焼）関係はないものと思われ、本調査地での  

集落内火災は一時期に1軒であったと推定できる。この3点を本調査で検出した焼失住居の特徴として指摘する  

ことができよう。  

3 遺跡周辺の土地環境について  

本調査では、集落の展開する微高地（1区～2区中央）と、東側の低所となる区域（2区中央から東側、以下  

低地部と表す）の広がりを確認した。低地部には浅間Bテフラの良好な堆積が見られ、一部では浅間相川テフラ  

の堆積も確認できた。特に浅間Bテフラは、これまでの研究により天仁元（1108）年に浅間山が噴火した際に上  

野国を中心に降下したものとされ、「国内の田畠が壊滅状態（『中右記』）」となった。この火山灰により埋没  

した水田が所謂As－B下水田跡である。本遺跡の周辺は明瞭な条里地割の残る地域であり、特に本遺跡南の北関  

東自動車道および関連の発掘調査により、As－B下水田跡の検出例が増加し、それに伴い発掘調査により検出し  

た水田跡を基にした面的な条里地割の検討がなされるようになっている（神宮・前田2010ほか）。ここでは、本  

遺跡で確認した低地部の土地環境について触れたい。   

本遺跡の試掘調査段階で、この低地部・As－B軽石の堆積を確認しており、As－B下水田跡の検出が想定された。  
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しかしながら、本調査においてAs－B軽石を除去すると、褐～褐灰色粘質土を基盤とする土層の広がりを確認し  

た。この層は一般的に見られる水田跡土壌と様相を異にし、伴う畦畔の検出にも至らなかった。このことから、  

水田跡である可能性は低くなり、当時の土地利用（稲作の可能性）の検討を目的として、自然化学分析を実施し  

た。主とした植物珪酸体分析の詳細・結果については「Ⅵ 自然科学分析」に記されているが、ヨシ属の含量が  

高く流水域の環境を示す分類群はほとんど認められないことから、低地部の土地環境は沼沢地等であったと推定  

されている。さらにAs－B軽石直下の堆積層は、実理構造を有する泥を基質とする堆積物であり、河川等の氾濫  

や増水に伴う堆積物等の累重である可能性も指摘されている。今回の分析結果・遺構の検出状況から総合的に考  

慮すると、低地部は河川の影響を被りやすい環境で、湿潤な場所を好むヨシ属が生育する湿地のような状態と判  

断でき、水田の経営の可能性は極めて低いものである。なお、集落の展開する微高地と低地部の境界には、畦畔  

状の高まりが巡る。断ち割りでの断面観察から、盛土ではなく地山を削っての成形を確認している。当初は水田  

に伴うものかと思われたが、上述のように低地部は水田面の可能性がきわめて低いことから、この高まりの性格  

については明らかではないため、現状では微高地と低地部を画するための一施設として評価しておきたい。   

本調査で検出したこの低地部については、東の広瀬川右岸の自然堤防に沿って南東方向に伸びると想定される  

低地部の一部に当たると思われる。これらの状況と条里地割の不明瞭な部分に当たること等を合わせて考慮する  

と、本遺跡東側に走る低地部には水田跡の展開する可告別生は低く、湿地が広がっていたものと考えられる。しか  

しながら、上述したように本遺跡以南には明瞭な条里地割が認められ、本遺跡は徴高地上に展開する集落の南端  

に当たり、今後の調査で本道跡南側において集落域と生産域との明瞭な境界が確認されることが予見される。  

4 結  

今回の調査では微高地際に展開する集落の在り方やAs－B軽石降下前の土地環境の在り方についての一端が明  

らかとなった。上述したように、本遺跡以南は県内でも水田遺構の調査事例が多い地域であり、今後の調査事例  

の蓄積により集落域と生産域を含めた土地利用について、明確になることが期待される。   

最後ではあるが、厳しい寒さ、また、3月11日に発生した東日本大震災により、社会的にも不安定となる中  

で調査に従事された作業員の方々、さらに現地調査・整理作業・報告書作成に御指導、御協力頂いた方々に感謝  

の意を記し、結びとしたい。  
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写真図版   





P L.1 

1区 H-l 号住居跡全景(西から) 1区 H-l 号住居跡竃全景(西から)

1 区 H-2 号住居跡全景(西から) 1 区 H-2 号住居跡竃全景(西から)

l区日 -3 号住居跡全景(西から) 1 区 H-3 号住居跡竃全景(西から)

1 区 H -4 号住居跡全景(西から) 1 区 H-4 号住居跡竃全景(西から)



P L.2 

1 区 H -5号住居跡全景(西から) 1 区 H -5号住居跡寵 全景(西から)

1 区 H -6号住居跡 全景(西から) 1 区 H-6 号住居跡竃全景(西から)

1 区 H -7号住居跡 全景(西から) 1 区 H -7号住居跡竃全景(西から)

1 区 H -8 ・12 号住居跡全景(西から) 1 区 H -8号住居跡竃 全景(西から)



P L.3 

1区 H - 9 ・13 号住居跡竃全景(西から) 1区 H- lO号住居跡全景(西から)

1 区 H -lO号住居跡竃全景(西から) 1区 H-ll 号住居跡全景(西から)

l区 H - ll 号住居跡竃全景(西から) 1区 H -13 号住居跡竃遺物出土状況(西から)

1 区 H -14 号住居跡全景(北から) 1 区 H -14号住居跡竃全景(北から)



P L.4 

1区 H - 15 号住居跡全景(西から) l区 H -15 号住居跡竃 遺物出土状況(南から)

1区 H -15 号住居跡竃全景(西から) l区 H -15 号住居跡炭化材検出状況(北西から)

1区 H -16 号住居跡全景(西から) 1区 H -16 号住居跡竃全景(西から)

1区 H -17 ・19 号住居跡全景(西から) 1区 H -17 号住居跡寵全景(南西から)



PL.5 

1区 H -18 号住居跡全景(西から) 1区 H -18 号住居跡竃全景(西から)

1区 H -19 号住居跡炭化材出土状況(西から) 1区 H -19 号住居跡 遺物出土状況 (南から)

1区溝群全景(南西から) 1区 w-3号溝全景(西から)

l 区調査風景 朝倉小学校遺跡見学会



P L.6 

2 区調査区近景(東から)

2 区基本層序 B 2 区 H-l 号住居跡全景(西から)

2 区 H - l号住居跡竃全景(西から) 2 区 H-l 号住居跡竃遺物出土状況(西から)



P L.7 

2 区 H-2 号住居跡全景(西から) 2 区 H-2 号住居跡竃全景(西から)

2区 H-3 号住居跡全景(西から) 2 区 H - 3号住居跡竃全景(西から)

2 区 H-4 号住居跡全景(西から) 2 区 H-5 号住居跡全景(西から)

2 区 H-5 号住居跡竃全景(西から) 2 区 B-1 号掘立柱建物跡全景(南から)



P L.8 

2 区 w- 1号溝全景(南から)

2 区 W - l ・2号溝 SPA (南から)

2 区 W - 4号溝 SPA (南から) 2区 1 - 1号井戸 SPA (南から)

2 区調査風景 2 区調査風景



P L.9 

I区H- l- l l区H-1 - 2 1区H-1-3 l区H - 1- 4

l区H-1 - 6
1区H-1-5

l区H - 1- 7
l区H-2-1 l区H -2-2

I区H -1-8

I区H-3-1

1区H - 2-3 l区H-3 - 2 区H-3-6 (116) 

l区H - 4-1
l区H-3 - 4 l区H - 3 - 7

i区H-3-5

1区H - 4 - 2
1区H - 5 - 1

l区H -5-4
l区H-4-4

l区H-5-2

l区H -4 - 3

l区H-5 - 3 l区H - 6 - 1 1区H-6- 2



P L.10 

1区H - 6 - 4 l区H-6 - 5

1区H - 6-3
l区H - 7 - 1

l区H - 7 - 2 l区H - 8 - 1I区H-7-3

司' 撃桧h L-: 
l区H-9 - )

l区H-9-2

1 今 可
l区H - 11 - 1

1区H - IO - 1 て三
lIZH - 13 - ) 1区日 10 - 2 l区H-11 - 2'

l区H - 14 - 2 I区H - 15 - ) 

1区H - 14 - 1 I区H - 15 - 2 

1区H - 15-3 

I 区H - 16 - ) 

l区H-16 - 2 

l区H - )5 - 4 

1区H - )6 - 3 

l区日 19 - 1 1区日 17 - 1 l lZ H - 16 - 4 



l区W-4 - 1

l区W - 5 - 1

I区遺構外(グリッド)- 1 

I区遺構外(グリッド)-4 

I区遺構外 l 

I区遺構外 2 

(1/2) 

l区W - 4 - 2

l区W - 5 - 2

l区遺構外(グリッド)- 2 

1区遺構外(グリッド)- 3 

1区遺構外(グリソド)- 5 

2区H-l - l

2 区W - l - l

P L.11 

1区W - 4 - 4

1区W - 4 - 3

l 区W - 4 - 5

l区W - lO - 1 

l区W - 6 - 1

l区遺構外(グリ yド)- 6 l区遺構外 (グリッド)- 7 

2区 H-I -2 (1/6) 2区H -2 -1 2区H -2-2

2区D - 4 - 1 2区遺構外 I 
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